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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表面を備える基材と、
　該第１ポリエステル表面上にコーティングされた、架橋されたポリウレタン系プライマ
ーと、
　該架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する光学的に透明な加熱活性化された接
着剤と、を含み、前記架橋されたポリウレタン系プライマーが、多官能性イソシアネート
官能性架橋剤又はメラミンホルムアルデヒド架橋剤により架橋された溶剤系もしくは水系
ポリウレタンからなる、物品。
【請求項２】
　第１主面及び第２主面を備える第１グレージング基材と、
　該第１グレージング基材の第１主面に接着されるフィルム物品
を備える積層構成体であって、
前記フィルム物品が
　第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表面を備える基材と、
　該第１ポリエステル表面上にコーティングされた第１の架橋されたポリウレタン系プラ
イマーと、
　該第２ポリエステル表面上にコーティングされた第２の架橋されたポリウレタン系プラ
イマーと、
　該第１の架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する第１の光学的に透明な加熱活
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性化された接着剤と、
　該第２の架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する層と、
を含み、前記架橋されたポリウレタン系プライマーが、多官能性イソシアネート官能性架
橋剤又はメラミンホルムアルデヒド架橋剤により架橋された溶剤系もしくは水系ポリウレ
タンからなる、積層構成体。
【請求項３】
　第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表面を備える基材を準備する工程と、
　前記基材の前記第１ポリエステル表面又は前記第２ポリエステル表面の少なくとも一方
に硬化性プライマー組成物を適用する工程であって、該硬化性プライマー組成物が、溶剤
系もしくは水系ポリウレタンからなるポリウレタン系分散物と、多官能性イソシアネート
官能性架橋剤又はメラミンホルムアルデヒド架橋剤と、を含む工程と、
　該硬化性プライマー組成物を乾燥する工程と、
　該基材及び該硬化性プライマー組成物を伸張しながら加熱し、該伸張したポリエステル
表面上に架橋されたプライマー層を形成する工程と、
　該架橋されたプライマー層上に光学的に透明な加熱活性化された接着剤を適用し、光学
的に透明な加熱活性化された接着剤層を形成する工程と、
を含む、物品の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は概して、光学フィルム及び積層体、具体的には光学フィルムへの接着の改善に
適するプライマー組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリマーフィルム技術分野でしばしば遭遇する問題は、基材とそこに塗布される機能性
コーティングとの間の強力な接着を提供することの困難さに関係する。これは、ポリエス
テル系基材について特に当てはまる。この問題に対処するため、プライマー層又はコーテ
ィングは多くの場合、基材と機能性コーティングとの間の接着を改良するためにポリエス
テル基材に塗布される。
【０００３】
　ポリエステル系基材とそこに適用される機能性コーティングとの間の接着改善をもたら
すために使用されてきたプライマー技術には、米国特許第５，０６４，７２２号（Ｓｗｏ
ｆｆｏｒｄら）に記載されるような氷点下温度での接着改善のためのアミノシランコーテ
ィングの使用、同第７，１８９，４５７号（Ａｎｄｅｒｓｏｎ）に記載されるような、ポ
リビニルブチラール又はイオノプラスト樹脂層のＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）
フィルムへの接着改善のための、ポリアリルアミンコーティングでプライミングされたＰ
ＥＴフィルム、同第７，２９７，４０７号（Ａｎｄｅｒｓｏｎ）に記載されるような、２
枚の異なるポリマー層間に配置された３層積層体のポリエステルフィルムを含むことがで
きる音響透過を低下させるためのガラス積層体、及び、国際公開第２００９／１２３９２
１号に記載されるような、スルホポリエステル及び架橋剤を含み得るプライマー層である
、多層光学フィルム用プライマー層がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本明細書に開示されるのは、光学フィルム及び積層体である物品を含む物品である。い
くつかの実施形態において、物品は、第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表面を
備える基材と、第１ポリエステル表面上にコーティングされた架橋されたポリウレタン系
プライマーと、架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する光学的に透明な加熱活性
化された接着剤と、を含む。いくつかの実施形態において、架橋されたポリウレタン系プ
ライマーは、ポリウレタン系分散物と架橋剤との反応生成物を含む。
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【０００５】
　いくつかの実施形態において、物品は、第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表
面を備える基材と、第１及び第２ポリエステル表面上にコーティングされた架橋されたポ
リウレタン系プライマーと、第１ポリエステル表面上の架橋されたポリウレタン系プライ
マーに隣接する感圧性接着剤層と、を含む。
【０００６】
　更に開示されるのは、第１主面及び第２主面を備える第１グレージング基材と、第１グ
レージング基材の第１主面に接着されるフィルム物品であって、第１ポリエステル表面及
び第２ポリエステル表面を備える基材と、第１ポリエステル表面上にコーティングされた
第１の架橋されたポリウレタン系プライマーと、第２ポリエステル表面上にコーティング
された第２の架橋されたポリウレタン系プライマーと、第１の架橋されたポリウレタン系
プライマーに隣接する第１の光学的に透明な加熱活性化された接着剤と、第２の架橋され
たポリウレタン系プライマーに隣接する層と、を含むフィルム物品と、を含む、積層構成
体である。
【０００７】
　また、物品の製造方法も開示され、この方法は、第１ポリエステル表面及び第２ポリエ
ステル表面を備える基材を準備する工程と、基材の第１ポリエステル表面又は第２ポリエ
ステル表面の少なくとも一方に硬化性プライマー組成物を適用する工程であって、硬化性
プライマー組成物が、ポリウレタン系分散物と、架橋剤と、を含む工程と、硬化性プライ
マー組成物を乾燥する工程と、基材及び硬化性プライマー組成物を伸張しながら加熱し、
伸張したポリエステル表面上に架橋されたプライマー層を形成する工程と、架橋されたプ
ライマー層上に光学的に透明な加熱活性化された接着剤を適用し、光学的に透明な加熱活
性化された接着剤層を形成する工程と、を含む。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　光学用途向けフィルムの利用が増えている。多種多様な光学フィルムは、ポリエステル
表面を含む。ポリエステル表面を含む光学フィルムとして、ポリエステルフィルム、外側
ポリエステルフィルム層を有する多層フィルム、及び外面（片面又は両面）にポリエステ
ルのコーティング又は層を有するフィルムが挙げられる。多くの場合、フィルムのポリエ
ステル表面に対する接着剤層などの機能性コーティング層の接着能を助けるために、フィ
ルムのポリエステル表面を表面処理することが望ましい。この表面処理は、コロナ処理、
火炎処理、その他同種のものなどの物理的表面処理法を含んでよく、又は、例えばプライ
マーコーティングの適用などの化学的処理を含んでよい。フィルムは、光学用途で使用さ
れることが多いため、表面処理が、実質的にフィルムの光学的性質を変えないことが望ま
しい。上記技術の全てがポリエステル表面での利用に成功しているわけではないため、光
学フィルムなどのフィルムのポリエステル表面に対する、新たな表面処理のニーズが依然
として残っている。
【０００９】
　加熱活性化された接着剤は、光学フィルムと共に幅広く使われている。一部の種類の加
熱活性化された接着剤は、ポリエステル表面への接着が特に難しい。光学フィルムと共に
幅広く使われる加熱活性化された接着剤である、ポリビニルブチラール（ＰＶＢ）などの
加熱活性化された接着剤では特に当てはまる。表面処理（例えばコロナ処理又は火炎処理
）の利用、並びに従来のプライマーの利用といった従来の接着増強技術の利用は、接着を
改善できる場合もあるが、常に有用ではない。特に、様々な従来のプライマーの非適合性
については、以下に詳述し、並びに実施例の項で説明する。したがって、加熱活性化され
た接着剤のポリエステル表面への接着を増強できるプライマーに対するニーズが残ってい
る。本開示では、様々なポリエステル表面及び加熱活性化された接着剤との使用に適する
種類のポリウレタン系プライマーが記載される。加えて、本明細書に記載のポリウレタン
系プライマーは非常に便利にポリエステル表面に適用できるため、活性化された接着剤が
適用されていないポリエステル表面にも適用されて、別の種類のコーティングの接着の強
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化、又はその他特性のいずれかをもたらすことができる。プライマーコーティングは、ロ
ーラー上の滑りの強化、並びにフィルムロールの巻き取り及び巻き戻しの容易化を提供で
きるため、追加コーティングを適用しなくても有利な場合がある。
【００１０】
　特に断りがないかぎり、本明細書及び「特許請求の範囲」で使用される構造のサイズ、
量、及び物理的特性を表わすすべての数字は、いずれの場合においても「約」なる語によ
って修飾されているものとして理解されるべきである。それ故に、そうでないことが示さ
れない限り、前述の明細書及び添付の「特許請求の範囲」で示される数値パラメータは、
当業者が本明細書で開示される教示内容を用いて、目標対象とする所望の特性に応じて、
変化し得る近似値である。終点による数の範囲の記述は、その範囲内（例えば、１～５は
、１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、及び５を含む）及びその範囲内の任意
の範囲に包含される全ての数を含む。
【００１１】
　本明細書及び添付の「特許請求の範囲」において使用するとき、その内容に別段の明確
な指示がない限り、「ａ」、「ａｎ」、及び「ｔｈｅ」という単数形には、複数の指示物
を有する実施形態が包含される。例えば、「層」は、１つ又は２つ又はそれ以上の層を有
する実施形態を包含する。本明細書及び添付の「特許請求の範囲」で使用されるとき、用
語「又は」は、その内容によって別段の明確な指示がなされていない場合は、一般に「及
び／又は」を含む意味で用いられる。
【００１２】
　用語「接着剤」は、本明細書で使用するとき、２つの被着体をともに接着するのに有用
なポリマー組成物を指す。接着剤の例は、加熱活性化された接着剤及び感圧性接着剤であ
る。
【００１３】
　加熱活性化された接着剤は、室温で非粘着性であるが、高温で粘着性になり、基材に結
合できるようになる。これらの接着剤は、通常、室温より高いＴｇ（ガラス転移温度）又
は融点（Ｔｍ）を有する。温度がＴｇ又はＴｍより高い場合に、貯蔵弾性率は通常低下し
、接着剤が粘着性になる。
【００１４】
　感圧性接着ポリマーは、当業者には、（１）攻撃的及び永久的粘着力、（２）指圧以下
の圧力による接着力、（３）被着体を保持する十分な能力、及び（４）被着体からきれい
に取り外すのに十分な貼着力を含む特性を有することが周知である。感圧接着剤として充
分な機能を有することが示されている材料は、粘着力、剥離接着力、及び剪断保持力の望
ましいバランスを得るうえで必要な粘弾性を示すように設計及び配合されたポリマーであ
る。特性の適正なバランスを得ることは単純なプロセスではない。
【００１５】
　用語「（メタ）アクリレート」は、アルコールのモノマー性アクリル酸又はメタクリル
酸エステルを指す。アクリレート及びメタクリレートモノマー又はオリゴマーは、本明細
書で「（メタ）アクリレート」と総称される。「（メタ）アクリレート系」として記載さ
れるポリマーは、主として（５０重量％超の）（メタ）アクリレートモノマーから調製さ
れるポリマー又はコポリマーであり、追加のエチレン性不飽和モノマーを含んでよい。
【００１６】
　特に断らないかぎり、「光学的に透過性」とは、可視光スペクトル（約４００～約７０
０ｎｍ）の少なくとも一部にわたって高い光透過率を有する物品、フィルム又は接着剤組
成物のことを指す。用語「透過フィルム」は、厚さを有するフィルムを指し、フィルムが
基材上に配置されるとき、（基材上に又は基材に隣接して配置された）画像は、透過フィ
ルムの厚さを通して目に見える。多くの実施形態では、透過フィルムは、画像透明度を実
質的に損失せず、画像をフィルムの厚さを通して見ることを可能にする。いくつかの実施
形態において、透過フィルムはマット又は光沢仕上げを有する。
【００１７】
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　特に指示がない限り、「光学的に透明」は、可視光線スペクトル（約４００～約７００
ｎｍ）の少なくとも一部において高い光透過性を有し、低い曇り度を呈する、接着剤又は
物品を指す。
【００１８】
　本明細書で用いられる用語「ウレタン系」とは、少なくとも１つのウレタン結合を有す
るコポリマー又はセグメント化コポリマーである巨大分子をいう。ウレタン基は、一般構
造（－Ｏ－（ＣＯ）－ＮＲ－）を有し、式中、（ＣＯ）は、カルボニル基Ｃ＝Ｏを定義し
、Ｒは、水素又はアルキル基である。用語「セグメント化コポリマー」は、連結したセグ
メントのコポリマーを指し、それぞれのセグメントは主に、単一構造単位又はある種の繰
り返し単位を構成する。
【００１９】
　本明細書で使用するとき、用語「隣接する」は、それが２つの層を指すときには、それ
ら２層が互いの間に介在する開いた空間を有さずに互いに近接していることを意味する。
それらは互いに直接接触している場合もあり（例えばラミネートされている）、介在層が
ある場合もある。
【００２０】
　本明細書に開示されるのは、第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表面を備える
基材と、第１ポリエステル表面上にコーティングされた架橋されたポリウレタン系プライ
マーと、架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する光学的に透明な加熱活性化され
た接着剤と、を含む、物品である。
【００２１】
　第１及び第２ポリエステル表面を備える様々な基材が好適である。いくつかの実施形態
において、基材は、単一のポリエステルフィルムを含む。別の実施形態において、基材は
、ポリエステルの外側コーティング又は層を備えるフィルムを含む。更に別の実施形態に
おいて、フィルムは、ポリエステル層である外側フィルム層を備える多層フィルムを含む
。
【００２２】
　好適なポリエステルフィルムの例として、ポリエステル含有ポリマーを組み込む多様な
フィルムが挙げられる。有用なポリエステルポリマーとして、例えば、テレフタレート、
イソフタレート、及び／又はナフタレートコモノマー単位を有するポリマー、例えば、ポ
リエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）並びにこれ
らのコポリマー及びブレンドが挙げられる。その他好適なポリエステルコポリマーの例は
、国際公開第９９／３６２６２号及び同第９９／３６２４８号に記載される。非晶質ポリ
エステル樹脂などの多種多様な好適なポリエステル材料が、Ｂｏｓｔｉｋ（Ｍｉｄｄｌｅ
ｔｏｎ，ＭＡ）から、ＶＩＴＥＬ　１０７０Ｂ、１７５０Ｂ、及び３３００Ｂなど、商標
名ＶＩＴＥＬで、並びにＥｖｏｎｉｋ　Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏｒｐ．（Ｐａｒｓｉｐｐａ
ｎｙ，ＮＪ）から、ＤＹＮＡＰＯＬ　Ｓ１３１３、Ｓ１４２１、Ｓ１４２０、Ｓ１６０６
、及びＳ１６１１など、商標名ＤＹＮＡＰＯＬで市販されている。他の好適なポリエステ
ル材料として、ポリカーボネート、ポリアリレート、並びに、例えば、ポリブチレンナフ
タレート（ＰＢＮ）、ポリプロピレンナフタレート（ＰＰＮ）、ポリブチレンテレフタレ
ート（ＰＢＴ）、ポリプロピレンテレフタレート（ＰＰＴ）、及び上記任意のものの互い
の、別のポリエステルとの、又は非ポリエステルポリマーとのブレンド及びコポリマーな
どの、他のナフタレート及びテレフタレート含有ポリマーが挙げられる。ポリマーフィル
ムは、同じ又は異なるポリエステル材料の多層を含んでよく、１つ以上の非ポリエステル
層（以下に記載）から構成されてもよい。
【００２３】
　ポリエステルの外側コーティング又は層を有する好適なフィルムの例として、外側ポリ
エステルフィルム層を有する多層光学フィルムが挙げられる。ポリエステル材料である外
側フィルム層を有する多種多様な多層光学フィルムが好適である。これらの多層光学フィ
ルムは、外面がポリエステルフィルム層を備える限りは、ポリエステル並びにポリエステ
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ルではない層を含む、任意の様々な材料を含んでよい。好適な材料例として、ポリエステ
ル類、例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ナフタレンジ
カルボン酸系のコポリエステル又はポリエステルブレンド；ポリカーボネート；ポリスチ
レン；スチレン－アクリロニトリル；セルロースアセテート；ポリエーテルスルホン、ポ
リメチルメタクリレートなどのポリ（メタ）アクリレート；ポリウレタン；ポリ塩化ビニ
ル；ポリシクロ－オレフィン；ポリイミド；ガラス；紙；又はこれらの組み合わせ若しく
はブレンドが挙げられる。特定の例としては、ポリエチレンテレフタレート、ポリメチル
メタクリレート、ポリ塩化ビニル及び三酢酸セルロースが挙げられる。いくつかの実施形
態において、多層光学フィルムは、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレ
ート、セルローストリアセテート、ポリプロピレン、ポリエステル、ポリカーボネート、
ポリメチルメタクリレート、ポリイミド、ポリアミド、又はこれらのブレンドを含む。一
般に、多層光学フィルムは、物品の性能が時間とともに損なわれることがないように温度
及びエイジングに対する充分な耐性を示す。多層光学フィルムの厚さは典型的に約２．５
ｍｍ未満である。多層光学フィルムは更に、幅出し操作における配向に先立ってコーティ
ングされるキャストウェブ基材などの配向性フィルムであってもよい。
【００２４】
　多層光学フィルムは、光学用途における使用に適している。有用な多層光学フィルムは
、光の流れを調節するように設計されている。これらは、約９０％を超える透過率を有し
、約５％未満、例えば２％未満、又は１％未満のヘイズ値を有してもよい。適当な多層光
学フィルムを選択する際に考慮すべき性質には、可撓性、寸法安定性、自己支持性、及び
耐衝撃性などの機械的性質がある。例えば、多層光学フィルムは、物品をディスプレイデ
バイスの一部として組み立てることができるように、構造的に十分に強い必要がある場合
がある。
【００２５】
　多層光学フィルムは、グラフィックアート及び光学用途のような多種多様な用途で使用
されてもよい。有用な多層光学フィルムは、反射フィルム、偏光フィルム、反射偏光フィ
ルム、拡散混合反射偏光フィルム、拡散フィルム、輝度上昇フィルム、転向フィルム、ミ
ラーフィルム、又はこれらの組み合わせとして述べることができる。多層光学フィルムは
、すべてが複屈折性光学層、一部が複屈折性光学層、又はすべてが等方性光学層のものの
所定の組み合わせからなる１０以下の層、数百、又は数千の層を有し得る。一実施形態で
は、多層光学フィルムは交互に積層された第１及び第２の光学層を有し、第１及び第２の
光学層は少なくとも１つの軸に沿って少なくとも０．０４だけ異なる屈折率を有する。屈
折率が適合しない多層光学フィルムは、下記に引用する参照に記載されている。別の実施
形態では、多層光学フィルムは上記の多層光学フィルムのいずれかの１以上の層を含んで
よく、これによりそれらの層のいずれか１つの中にプライマー層が埋め込まれることによ
って、物品自体を反射フィルム、偏光フィルム、反射偏光フィルム、拡散混合反射偏光フ
ィルム、拡散フィルム、輝度上昇フィルム、転向フィルム、ミラーフィルム、又はこれら
の組み合わせとすることができる。光学フィルムは、微細構造化表面を含有してもよい。
いくつかの実施形態において、光学フィルムは、可視光の方向を変えるために微細構造化
表面を含有してよい。
【００２６】
　有用な多層光学フィルムとして、ＶＩＫＵＩＴＩ　Ｄｕａｌ　Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　
Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｆｉｌｍ（ＤＢＥＦ）、ＶＩＫＵＩＴＩ　Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　Ｅ
ｎｈａｎｃｅｄ　Ｆｉｌｍ（ＢＥＦ）、ＶＩＫＵＩＴＩ　Ｄｉｆｆｕｓｅ　Ｒｅｆｌｅｃ
ｔｉｖｅ　Ｐｏｌａｒｉｚｅｒ　Ｆｉｌｍ（ＤＲＰＦ）、ＶＩＫＵＩＴＩ　Ｅｎｈａｎｃ
ｅｄ　Ｓｐｅｃｕｌａｒ　Ｒｅｆｌｅｃｔｏｒ（ＥＳＲ）、及びＶＩＫＵＩＴＩ　Ａｄｖ
ａｎｃｅｄ　Ｐｏｌａｒｉｚｉｎｇ　Ｆｉｌｍ（ＡＰＦ）として販売されている市販の光
学フィルムが挙げられ、いずれも３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｓｔ．Ｐａｕｌ，ＭＮ）から入
手可能である。有用な光学フィルムは、米国特許第５，８２５，５４３号、同第５，８２
８，４８８号（Ｏｕｄｅｒｋｉｒｋら）、同第５，８６７，３１６号、同第５，８８２，
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７７４号、同第６，１７９，９４８（Ｂ１）号（Ｍｅｒｒｉｌｌら）、同第６，３５２，
７６１（Ｂ１）号、同第６，３６８，６９９（Ｂ１）号、同第６，９２７，９００（Ｂ２
）号、同第６，８２７，８８６号（Ｎｅａｖｉｎら）、同第６，９７２，８１３（Ｂ１）
号（Ｔｏｙｏｏｋａ）、同第６，９９１，６９５号、米国特許出願公開第２００６／００
８４７８０（Ａ１）号（Ｈｅｂｒｉｎｋら）、同第２００６／０２１６５２４（Ａ１）号
、同第２００６／０２２６５６１（Ａ１）号（Ｍｅｒｒｉｌｌら）、同第２００７／００
４７０８０（Ａ１）号（Ｓｔｏｖｅｒら）、国際公開第９５／１７３０３号、同第９５／
１７６９１号、同第９５／１７６９２号、同第９５／１７６９９号、同第９６／１９３４
７号、同第９７／０１４４０号、同第９９／３６２４８号、及び同第９９／３６２６２号
にも記載されている。これらの多層光学フィルムは単に例証のためのものであり、用いる
ことのできる好適な多層光学フィルムの完全なリストと意図されたものではない。
【００２７】
　本開示の物品は、第１ポリエステル表面上にコーティングされた架橋されたポリウレタ
ン系プライマーも含む。いくつかの実施形態において、架橋されたポリウレタン系プライ
マーは、ポリエステル表面の両面上にコーティングされる。別の実施形態において、第２
ポリエステル表面は、プライマーコーティングではない表面処理を含む。このような非プ
ライマー表面処理として、例えば、火炎処理、プラズマ処理、及びコロナ処理が挙げられ
る。
【００２８】
　第１ポリエステル表面上のプライマーは、ポリエステルフィルム層と光学的に透明な加
熱活性化された接着剤層との接着を促進するために存在する。多くの場合、加熱活性化さ
れた接着剤層のポリエステルフィルムへの良好な接着は困難であることが観察されている
。場合によっては、コロナ、火炎、又はプラズマ処理などの表面処理は、加熱活性化され
た接着剤がポリエステルフィルムの表面に接着できるようにポリエステルフィルムの表面
を十分に改質することができる。しかしながら、しばしば、かかる表面処理が十分な接着
を提供するのに十分ではない、又は接着の改善に効果がないことがある。したがって、本
開示のポリウレタン系プライマーが開発された。このポリウレタン系プライマーは、ポリ
ウレタン系分散物とポリイソシアネート架橋剤との反応生成物を含む。
【００２９】
　ポリウレタン系分散物は、溶剤系若しくは水系ポリウレタンからなる、主として溶剤系
若しくは水系ポリウレタンからなる、又は少なくとも溶剤系若しくは水系ポリウレタンを
含む。いくつかの実施形態において、ポリウレタンは、ポリエステル系ポリウレタン、ポ
リカーボネート系ポリウレタン、又はその両方の組み合わせ若しくはブレンドである。水
系ポリウレタンは、水系ポリウレタン分散物（すなわち、ＰＵＤ）から調製でき、溶剤系
ポリウレタンは、溶剤系ポリウレタン溶液（すなわち、ＰＵＳ）から調製できる。ＰＵＳ
の使用に典型的に伴う揮発性溶剤を排除するために、ＰＵＤを使用することが望ましい場
合がある。特に望ましいＰＵＤは、ポリカーボネート系ポリウレタン及びポリエステル系
ポリウレタンである。特に好適なＰＵＤの例は、国際公開第２００６／１１８８８３号（
Ｈｏら）に記載されている。
【００３０】
　ポリウレタンは、１つ以上のポリオール部分と１つ以上のジイソシアネート部分との反
応生成物であり得る。１つ以上のトリイソシアネート部分は、ジイソシアネートと用いら
れることが望ましい場合がある。反応成分の総重量に基づいて、最大約１０％のトリイソ
シアネート部分をジイソシアネートと用いることが望ましい場合がある。いくつかの実施
形態において、ポリオールは、ポリエステルポリオール、ポリカーボネートポリオール、
又はその両方の組み合わせである。例えば、イソホロンジイソシアネート、ビス（４－イ
ソシアナト－シクロヘキシル）メタン、又はその両方の組み合わせなどのジイソシアネー
トの使用が望ましいこともわかっている。
【００３１】
　本発明のプライマー組成物中での脂肪族材料の使用は、特にプライマー組成物がガラス
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工事用途などの目的で使用されるとき、一般に望ましい。好適な材料例として、脂肪族水
系ポリウレタン、脂肪族ポリカプロラクトン系熱可塑性ポリウレタン、又はその両方が挙
げられる。したがって、ポリウレタン製造において、脂肪族ポリオール、脂肪族ジイソシ
アネート、及び脂肪族トリイソシアネートのうちの１つ、又はこれらの組み合わせを使用
するのが望ましい場合がある。
【００３２】
　ポリウレタン系プライマーはまた、架橋剤を含む。架橋剤は、多官能性イソシアネート
官能性材料、又はメラミンホルムアルデヒド架橋剤、例えばＣｙｔｅｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒ
ｉｅｓ，Ｉｎｃ．（Ｗｏｏｄｌａｎｄ　Ｐａｒｋ，ＮＪ）から市販されるＣＹＭＥＬ　３
２７であってよい。多くの実施形態において、架橋剤は多官能性イソシアネート官能性化
合物である。多官能性イソシアネート官能性化合物は、少なくとも２つのイソシアネート
基（ジイソシアネート）を含み、３つ以上のイソシアネート基（トリイソシアネート（tr
iisocyantes）、テトライソシアネートなど）を含んでもよい。適切なジイソシアネート
の例には、例えば、２，６－トルエンジイソシアネート、２，５－トルエンジイソシアネ
ート、２，４－トルエンジイソシアネート、ｍ－フェニレンジイソシアネート、ｐ－フェ
ニレンジイソシアネート、メチレンビス（ｏ－クロロフェニルジイソシアネート）、メチ
レンジフェニレン－４，４’－ジイソシアネート、ポリカルボジイミド－修飾メチレンジ
フェニレンジイソシアネート、（４，４’－ジイソシアネート－３，３’，５，５’－テ
トラエチル）ビフェニルメタン、４，４’－ジイソシアネート－３，３’－ジメトキシビ
フェニル、５－クロロ－２，４－トルエンジイソシアネート、１－クロロメチル－２，４
－ジイソシアネートベンゼンのような芳香族ジイソシアネート、例えば、ｍ－キシレンジ
イソシアネート、テトラメチル－ｍ－キシレンジイソシアネートのような芳香族－脂肪族
ジイソシアネート、例えば、１，４－ジイソシアネートブタン、１，６－ジイソシアネー
トヘキサン、１，１２－ジイソシアネートドデカン、２－メチル－１，５ジイソシアネー
トペンタンのような脂肪族ジイソシアネート、並びに、例えば、メチレン－ジシクロヘキ
シレン－４，４’－ジイソシアネート及び３－イソシアネートメチル－３，５，５－トリ
メチル－シクロヘキシルイソシアネート（イソホロンジイソシアネート）のような脂環式
ジイソシアネートが包含されるが、これらに限定されない。
【００３３】
　好適なトリイソシアネートとして、脂肪族及び芳香族トリイソシアネートが挙げられ、
このような化合物の例として、脂肪族トリイソシアネートである１，３，６－ヘキサメチ
レントリイソシアネート、及び芳香族トリイソシアネートであるポリメチレンポリフェニ
ルイソシアネート（ＰＡＰＩ）が挙げられる。
【００３４】
　更に有用であるのは、ビウレット含有トリイソシアネート（例えば、Ｂａｙｅｒから入
手可能なＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｎ－１００）、イソシアヌレート含有トリイソシアネート（
例えば、Ｈｕｌｓ　ＡＧ（Ｇｅｒｍａｎｙ）から入手可能なＩＰＤＩ－１８９０）、及び
アゼチジンジオン（azetedinedione）含有ジイソシアネート（例えば、Ｂａｙｅｒから入
手可能なＤＥＳＭＯＤＵＲ　ＴＴ）などの、内部にイソシアネート由来部分を含むイソシ
アネートである。更に好適であるのは、ＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｌ及びＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｗ
（両方ともＢａｙｅｒから入手可能）などのその他ジ－又はトリ－イソシアネート、並び
にトリ－（４－イソシアナトフェニル）－メタン（ＢａｙｅｒからＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｒ
として入手可能）である。
【００３５】
　典型的には、ポリイソシアネート架橋剤は、脂肪族ジイソシアネート、ブロックイソシ
アネート、又はこれらの組み合わせを含む。特に好適なポリイソシアネート架橋剤は、Ｂ
ａｙｅｒ　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅから、商標名「ＢＡＹＨＹＤＯＲ」で市販
される脂肪族イソシアネート架橋剤、例えばＢＡＹＨＹＤＯＲ　３０３、ＢＡＹＨＹＤＯ
Ｒ　３０５、ＢＡＹＨＹＤＯＲ　４０１－７０、ＢＡＹＨＹＤＯＲ　ＸＰ２４８７／１、
及びＢＡＹＨＹＤＯＲ　ＸＰ７１６５、並びに、Ｐｅｒｓｔｏｒｐ　Ｐｏｌｙｏｌｓ，Ｉ
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ｎｃ．（Ｔｏｌｅｄｏ，ＯＨ）から商標名「ＥＳＡＱＵＡ」で入手可能なもの、例えばＥ
ＳＡＱＵＡ　ＸＤ　４０１及びＥＳＡＱＵＡ　ＸＭ　５０１である。
【００３６】
　好適なブロックイソシアネートの例として、Ｂａｙｅｒ　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｃｉｅ
ｎｃｅから商標名ＢＡＹＨＹＤＯＲ　ＶＰＬＳ　２３１０、及びＢＡＹＨＹＤＯＲ　ＢＬ
　５３３５で市販されるもの、並びにＢａｘｅｎｄｅｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｌｉｍｉ
ｔｅｄから商標名ＴＲＩＸＥＮＥ　Ｂ１　７９８６、及びＴＲＩＸＥＮＥ　Ｂ１　７９８
７で市販されるものが挙げられる。
【００３７】
　多種多様な光学的に透明な加熱活性化された接着剤は、上記ポリウレタン系プライマー
と共に使用できる。好適な光学的に透明な加熱活性化された接着剤の例として、ポリアク
リレートホットメルト接着剤、ポリビニルブチラール、エチレンビニルアセテート、アイ
オノマー、ポリオレフィン、又はこれらの組み合わせが挙げられる。
【００３８】
　光学的に透明な加熱活性化された接着剤は、（メタ）アクリレート系ホットメルト接着
剤であってよい。ホットメルト接着剤は、典型的に、室温を超える、より典型的には約４
０℃超のガラス転移温度（Ｔｇ）を有する（メタ）アクリレートポリマーから調製され、
アルキル（メタ）アクリレートモノマーから調製される。有用なアルキル（メタ）アクリ
レート（すなわち、アクリル酸アルキルエステルモノマー）としては、そのアルキル基が
４～１４個まで、とりわけ４～１２個までの炭素原子を有する、非三級アルキルアルコー
ルの直鎖若しくは分枝状一官能性不飽和アクリレート又はメタクリレートが挙げられる。
また、ポリ（メタ）アクリルホットメルト接着剤は、例えば、（メタ）アクリル酸、ビニ
ルアセテート、Ｎ－ビニルピロリドン、（メタ）アクリルアミド、ビニルエステル、フマ
レート、スチレンマクロマー、マレイン酸アルキル及びフマル酸アルキル（それぞれ、マ
レイン酸及びフマル酸に基づく）、あるいはこれらの組み合わせなどの任意のコモノマー
構成成分を含有してもよい。
【００３９】
　いくつかの実施形態において、接着剤層は、少なくとも部分的にポリビニルブチラール
から形成される。ポリビニルブチラール層は、既知の水性又は溶媒系アセタール化プロセ
スを介して形成してもよく、このプロセスでは、ポリビニルアルコールは酸性触媒の存在
下でブチルアルデヒドと反応する。いくつかの場合において、ポリビニルブチラール層は
、Ｓｏｌｕｔｉａ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ（Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）から商標名「
ＢＵＴＶＡＲ」樹脂として市販されているポリビニルブチラールを包含してもよく、又は
これから形成されてもよい。
【００４０】
　場合によっては、ポリビニルブチラール層は、樹脂と（所望により）可塑剤とを混合し
て、混合した配合物をシートダイを通して押し出すことにより製造してもよい。可塑剤が
包含される場合、ポリビニルブチラール樹脂は、樹脂１００部当たり約２０～８０部、又
はおそらく約２５～６０部の可塑剤を包含してよい。好適な可塑剤の例には、多塩基酸又
は多価アルコールのエステルが挙げられる。好適な可塑剤は、トリエチレングリコールビ
ス（２－エチルブチラート）、トリエチレングリコールジ－（２－エチルヘキサノエート
）、トリエチレングリコールジヘプタノエート、テトラエチレングリコールジヘプタノエ
ート、ジヘキシルアジパート、ジオクチルアジパート、ヘキシルシクロへキシルアジパー
ト、ヘプチル及びノニルアジパートの混合物、ジイソノニルアジパート、ヘプチルノニル
アジパート、ジブチルセバケート、油変性セバシン酸アルキドのような高分子可塑剤、米
国特許第３，８４１，８９０号に開示されているようなホスフェート及びアジパートの混
合物、米国特許第４，１４４，２１７号に開示されているようなアジパートである。
【００４１】
　好適なエチレンビニルアセテート（ＥＶＡ）接着剤の例として、様々な市販のＥＶＡホ
ットメルト接着剤が挙げられる。典型的にこれらのＥＶＡホットメルト接着剤のビニルア
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セテート含量は、約１８～２９重量％ポリマーである。接着剤は、典型的に、大量の粘着
付与剤及びワックスを有する。代表的な組成物は、３０～４０重量％のＥＶＡポリマー、
３０～４０重量％の粘着付与剤、２０～３０重量％のワックス、及び０．５～１重量％の
安定剤を有するものである。好適なＥＶＡホットメルト接着剤の例は、ＤｕＰｏｎｔ（Ｗ
ｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ）から市販されるＢＹＮＥＬ　ＳＥＲＩＥＳ　３８００樹脂（
ＢＹＮＥＬ　３８１０、ＢＹＮＥＬ　３８５９、ＢＹＮＥＬ　３８６０、及びＢＹＮＥＬ
　３８６１など）である。特に好適なＥＶＡホットメルト接着剤は、Ｂｒｉｄｇｅｓｔｏ
ｎｅ　Ｃｏｒｐ．（Ｔｏｋｙｏ，ＪＰ）から商標名「ＥＶＡＳＡＦＥ」で入手可能な材料
である。
【００４２】
　好適なアイオノマー接着剤の例は、「イオノプラスト樹脂」である。イオノプラスト樹
脂は、エチレンと不飽和カルボン酸のコポリマーであり、コポリマー中の酸基の少なくと
も一部が酸由来の塩形態に中和されている。本開示での使用に好適な、イオノプラスト樹
脂の押し出しシートが、ＤｕＰｏｎｔ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄ
Ｅ）から商標名「ＳＥＮＴＲＹＧＬＡＳＳ　ＰＬＵＳ」で市販されている。
【００４３】
　好適なポリオレフィン接着剤の例として、エチレン／α－オレフィンコポリマーが挙げ
られる。本明細書で使用するとき、用語「エチレン／α－オレフィンコポリマー」は、エ
チレン及び直鎖α－オレフィンモノマーの、触媒的オリゴマー化（すなわち、低分子量生
成物への重合）によって製造された炭化水素のクラスを含むポリマーを指す。エチレン／
α－オレフィンコポリマーは、例えば、メタロセン触媒のようなシングルサイト触媒、又
はＺｉｅｇｌｅｒ－Ｎａｔｔａ及びＰｈｉｌｌｉｐｓの触媒のようなマルチサイト触媒を
用いて作製され得る。直鎖状α－オレフィンモノマーは、典型的には、１－ブテン又は１
－オクテンであるが、Ｃ３～Ｃ２０の範囲の直鎖状、分岐状、又は環状の、α－オレフィ
ンであり得る。α－オレフィンは、分岐していてもよいが、分岐は二重結合に対して少な
くともアルファ位である場合のみに限られ、例えば、３－メチル－１－ペンテン等である
。Ｃ３～Ｃ２０の例としては、α－オレフィンとしては、プロピレン、１－ブテン、４－
メチル－１－ブテン、１－ヘキセン、１－オクテン、１－ドデセン、１－テトラデセン、
１－ヘキサデセン、及び１－オクタデセンが挙げられる。α－オレフィンはまた、３－シ
クロヘキシル－１－プロペン（アリルシクロヘキサン）及びビニルシクロヘキサンなどの
α－オレフィンをもたらす、例えばシクロヘキサン又はシクロペンタンなどの環状構造を
含むことができる。例えばノルボルネン及び関連オレフィンなどの特定の環状オレフィン
は、α－オレフィンという用語の古典的意味合いのα－オレフィンではないが、本開示の
目的のためのオレフィンであり、使用され得る。同様に、スチレン及びその関連オレフィ
ン（例えば、α－メチルスチレン）は、本開示の目的のためのα－オレフィンである。し
かし、アクリル酸及びメタクリル酸及びそれらのそれぞれのアイオノマー、並びにアクリ
レート及びメタクリレートは、この開示の目的のためのα－オレフィンではない。例示の
エチレン／α－オレフィンコポリマーとしては、エチレン／１－ブテン、エチレン／１－
オクテン、エチレン／１－ブテン／１－オクテン、エチレン／スチレンが挙げられる。ポ
リマーは、ブロックでもランダムでもよい。例示的な市販で入手可能な低結晶性エチレン
／α－オレフィンコポリマーとしては、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能
な商標名「ＥＮＧＡＧＥ」のエチレン／１－ブテンコポリマー及びエチレン／１－オクテ
ンコポリマー、及び商標名「ＦＬＥＸＯＭＥＲ」のエチレン／１－ヘキセンコポリマー、
並びに、三井石油化学から入手可能な商標名「ＴＡＦＭＥＲ」及びＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ
　Ｃｏｒｐ．から入手可能な商標名「ＥＸＡＣＴ」のような、均一に分岐した、実質的に
直鎖状のエチレン／α－オレフィンコポリマーなどの、市販の樹脂類が挙げられる。本明
細書で使用するとき、用語「コポリマー」は、少なくとも２つのモノマーから作られるポ
リマーを指す。
【００４４】
　これらの実施形態のいくつかにおいて、エチレン／α－オレフィンコポリマーのα－オ
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レフィン部分は、４個以上の炭素を含む。いくつかの実施形態において、エチレン／α－
オレフィンコポリマーは、低結晶性エチレン／α－オレフィンコポリマーである。本明細
書で使用するとき、用語「低結晶性」は、（ＡＳＴＭ　Ｆ２６２５－０７に開示された方
法に従って）５０重量％未満の結晶化度を意味する。いくつかの実施形態において、低結
晶性エチレン／α－オレフィンコポリマーは、ブテンα－オレフィンである。いくつかの
実施形態において、低結晶性エチレン／α－オレフィンコポリマーのα－オレフィンは、
４個以上の炭素を有する。
【００４５】
　いくつかの実施形態において、低結晶性エチレン／α－オレフィンコポリマーは、５０
℃以下のＤＳＣピーク融点を有する。本明細書で使用するとき、用語「ＤＳＣピーク融点
」は、窒素パージの下でのＤＳＣ（１０°／分）により決定される融点を意味し、ピーク
はＤＳＣ曲線の下の最大面積を有する。
【００４６】
　上記のように、本開示の物品は更に、基材の第２ポリエステル表面上にコーティングさ
れた架橋されたポリウレタン系プライマーも含んでよい。この架橋されたポリウレタン系
プライマーは、基材の第１ポリエステル表面上にコーティングされた架橋されたポリウレ
タン系プライマーと同じであってよく、又は異なっていてもよい。典型的には、適用及び
取り扱いを容易にするため、架橋されたポリウレタン系プライマーは同じものである。好
適な架橋されたポリウレタン系プライマーは、先に詳細に記載している。
【００４７】
　基材の第１ポリエステル表面と同様に、基材の第２ポリエステル表面上の架橋されたポ
リウレタン系プライマーコーティングは、架橋されたポリウレタン系プライマーコーティ
ングに隣接する層を有してもよい。この層は、光学的に透明な加熱活性化された接着剤層
、硬化したハードコート層、光学層、又は感圧性接着剤層を含んでよい。
【００４８】
　光学的に透明な加熱活性化された接着剤は、先に詳細に記載している。基材の第２ポリ
エステル表面上の架橋されたポリウレタン系プライマーコーティングに隣接する層が光学
的に透明な加熱活性化された接着剤である場合、基材の第１ポリエステル表面上の架橋さ
れたポリウレタン系プライマーコーティングに隣接する光学的に透明な加熱活性化された
接着剤と同じであっても異なっていてもよい。
【００４９】
　いくつかの実施形態において、第２ポリエステル表面が、硬化したハードコート層、光
学層、又は感圧性接着剤層などの、光学的に透明な加熱活性化された接着剤以外の層を含
むことが望ましい場合がある。
【００５０】
　ハードコートは、耐摩耗性、及び落書き防止性など、一般に保護目的で表面に配置され
るコーティングである。典型的には、ハードコート表面は光学的に透過性である。ハード
コート層は、任意の好適な硬化性高分子材料から作製することができる。本明細書で使用
するとき、「高分子材料」は、ポリマー、コポリマー（例えば、２つ又はそれ以上の異な
るモノマーを用いて形成されたポリマー）、オリゴマー、及びこれらの組み合わせ、並び
に、混和性ブレンドを形成することができるポリマー、コポリマー、又はオリゴマーを含
むことが理解されよう。ハードコート層の好適な材料の例は、多官能性又は架橋性モノマ
ーである。好適なハードコート層の例として、米国特許出願公開第２００９／００００７
２７号（Ｋｕｍａｒら）に記載されるものが挙げられる。
【００５１】
　架橋性モノマーの例は、多官能性アクリレート、ウレタン、ウレタンアクリレート、シ
ロキサン、及びエポキシを包含する。いくつかの実施形態において、架橋性モノマーは、
多官能性アクリレート、ウレタンアクリレート又はエポキシの混合物を含む。
【００５２】
　有用なアクリレートには、例えば、ジ（メタ）アクリル含有化合物、トリ（メタ）アク
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リル含有化合物、高官能価の（メタ）アクリル含有化合物、及びオリゴマーの（メタ）ア
クリル化合物などのポリ（メタ）アクリルモノマーが挙げられる。
【００５３】
　好適なジ（メタ）アクリル含有化合物には、１，３－ブチレングリコールジアクリレー
ト、１，４－ブタンジオールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート
、１，６－ヘキサンジオールモノアクリレートモノメタクリレート、エチレングリコール
ジアクリレート、アルコキシル化脂肪族ジアクリレート、アルコキシル化シクロヘキサン
ジメタノールジアクリレート、アルコキシル化ヘキサンジオールジアクリレート、アルコ
キシル化ネオペンチルグリコールジアクリレート、カプロラクトン変性ネオペンチルグリ
コールヒドロキシピバリン酸ジアクリレート、シクロヘキサンジメタノールジアクリレー
ト、ジエチレングリコールジアクリレート、ジプロピレングリコールジアクリレート、エ
トキシ化（１０）ビスフェノールＡジアクリレート、エトキシ化（３）ビスフェノールＡ
ジアクリレート、エトキシ化（３０）ビスフェノールＡジアクリレート、エトキシ化（４
）ビスフェノールＡジアクリレート、ヒドロキシピバラルデヒド変性トリメチロールプロ
パンジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ポリエチレングリコール
（２００）ジアクリレート、ポリエチレングリコール（４００）ジアクリレート、ポリエ
チレングリコール（６００）ジアクリレート、プロポキシル化ネオペンチルグリコールジ
アクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、トリシクロデカンジメタノー
ルジアクリレート、トリエチレングリコールジアクリレート、及びトリプロピレングリコ
ールジアクリレートが挙げられる。
【００５４】
　好適なトリ（メタ）アクリル含有化合物には、グリセロールトリアクリレート、トリメ
チロールプロパントリアクリレート、エトキシ化トリアクリレート（例えば、エトキシ化
（３）トリメチロールプロパントリアクリレート、エトキシ化（６）トリメチロールプロ
パントリアクリレート、エトキシ化（９）トリメチロールプロパントリアクリレート、エ
トキシ化（２０）トリメチロールプロパントリアクリレート）、ペンタエリスリトールト
リアクリレート、プロポキシル化トリアクリレート（例えば、プロポキシル化（３）グリ
セリルトリアクリレート、プロポキシル化（５．５）グリセリルトリアクリレート、プロ
ポキシル化（３）トリメチロールプロパントリアクリレート、プロポキシル化（６）トリ
メチロールプロパントリアクリレート）、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペ
ンタエリスリトールトリアクリレート、及びトリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌ
レートトリアクリレートが挙げられる。
【００５５】
　好適な高官能価の（メタ）アクリル含有化合物には、ジトリメチロールプロパンテトラ
アクリレート、ジペンタエリトリトールペンタアクリレート、エトキシ化（４）ペンタエ
リスリトールテトラアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、及びカプ
ロラクトン変性ジペンタエリスリトールヘキサアクリレートが挙げられる。
【００５６】
　好適なオリゴマーの（メタ）アクリル化合物には、ウレタンアクリレート、ポリエステ
ルアクリレート、エポキシアクリレート；例えば、Ｎ、Ｎ－ジメチルアクリルアミドのよ
うな上述のもののポリアクリルアミド同族体；及びこれらの組み合わせが挙げられる。
【００５７】
　多くのポリ（メタ）アクリルモノマーが、例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ
（Ｅｘｔｏｎ，Ｐａ．）、ＵＣＢ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｓｍ
ｙｒｎａ，Ｇａ．）、及びＡｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｍｉｌ
ｗａｕｋｅｅ，Ｗｉｓ．）などの供給メーカーから広く入手可能である。更なる有用な（
メタ）アクリレート材料としては、例えば、米国特許第４，２６２，０７２号（Ｗｅｎｄ
ｌｉｎｇら）に記載されているようなヒダントイン部分含有ポリ（メタ）アクリレートが
挙げられる。
【００５８】
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　具体的な実施形態においては、ハードコート層は、少なくとも２つ又は３つの（メタ）
アクリレート官能基を有するモノマーを包含する。市販の架橋性アクリレートモノマーと
しては、Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｅｘｔｏｎ，Ｐａ．）から入手可能なもの
、例えば、商品名ＳＲ３５１で入手可能なトリメチロールプロパントリアクリレート、商
品名ＳＲ４４４で入手可能なペンタエリスリトールトリアクリレート、商品名ＳＲ３９９
ＬＶで入手可能なジペンタエリスリトールトリアクリレート、商品名ＳＲ４５４で入手可
能なエトキシ化（３）トリメチロールプロパントリアクリレート、商品名ＳＲ４９４で入
手可能なエトキシ化（４）ペンタエリスリトールトリアクリレート、商品名ＳＲ３６８で
入手可能なトリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートトリアクリレート、及び商
品名ＳＲ５０８で入手可能なジプロピレングリコールジアクリレートが挙げられる。
【００５９】
　有用なウレタンアクリレートモノマーとして、例えば、Ｒａｄｃｕｒｅ　ＵＣＢ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌｓ（Ｓｍｙｒｎａ，Ｇａ．）からＥＢＥＣＲＹＬ　８３０１として入手可能
な六官能性ウレタンアクリレート、Ｓａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｅｘｔｏｎ，Ｐ
ａ．）から入手可能なＣＮ９８１及びＣＮ９８１Ｂ８８、並びに、Ｒａｄｃｕｒｅ　ＵＣ
Ｂ　ＣｈｅｍｉｃａｌｓからＥＢＥＣＲＹＬ　８４０２として入手可能な二官能性ウレタ
ンアクリレートが挙げられる。いくつかの実施形態において、ハードコート層樹脂は、ポ
リ（メタ）アクリレート及びポリウレタン材料の両方を含み、これは「ウレタンアクリレ
ート」と呼ばれ得る。
【００６０】
　ある実施形態においては、ハードコート層は複数個の無機ナノ粒子を包含することがで
きる。無機ナノ粒子は、例えば、シリカ、アルミナ、又はジルコニア（用語「ジルコニア
」はジルコニア金属酸化物を包含する）ナノ粒子を含むことができる。いくつかの実施形
態において、ナノ粒子は、１～２００ｎｍ、又は５～１５０ｎｍ、又は５～１２５ｎｍの
範囲内の平均直径を有する。ナノ粒子は、ハードコート層モノマー１００部当たり１０～
２００部の量で存在し得る。
【００６１】
　有用なシリカナノ粒子は、Ｎａｌｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．（Ｎａｐｅｒｖｉｌ
ｌｅ，Ｉｌｌ．）から商品名ＮＡＬＣＯ　ＣＯＬＬＯＩＤＡＬ　ＳＩＬＩＣＡＳとして市
販されている。例えば、シリカとしては、ＮＡＬＣＯ製品１０４０、１０４２、１０５０
、１０６０、２３２７及び２３２９が挙げられる。有用なジルコニアナノ粒子は、Ｎａｌ
ｃｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．（Ｎａｐｅｒｖｉｌｌｅ，Ｉｌｌ．）から、商品名ＮＡ
ＬＣＯ　ＯＯＳＳＯＯ８として市販されている。
【００６２】
　ナノ粒子を表面処理又は表面変性すると、ハードコート層樹脂において安定な分散物を
提供することができる。粒子が重合性樹脂中に良好に分散して実質的に均一な組成物を生
じるように、ナノ粒子を表面処理により安定化させることができる。更に、ナノ粒子は、
表面処理剤によってその表面の少なくとも一部を変性することができ、安定化された粒子
が、硬化中に重合可能なハードコート層樹脂と共重合又は反応できるようになる。
【００６３】
　光反応開始剤をハードコート層に含めることができる。開始剤の例としては、有機過酸
化物、アゾ化合物、キニーネ、ニトロ化合物、アシルハロゲン化物、ヒドラゾン、メルカ
プト化合物、ピリリウム化合物、イミダゾール、クロロトリアジン、ベンゾイン、ベンゾ
インアルキルエーテル、ジ－ケトン、フェノンなどが挙げられる。市販の光反応開始剤と
しては、Ｃｉｂａ　Ｇｅｉｇｙから商品名ＤＡＲＯＣＵＲ　１１７３、ＤＡＲＯＣＵＲ　
４２６５、ＩＲＧＡＣＵＲＥ　６５１、ＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４、ＩＲＧＡＣＵＲＥ　
１８００、ＩＲＧＡＣＵＲＥ　３６９、ＩＲＧＡＣＵＲＥ　１７００、ＩＲＧＡＣＵＲＥ
　９０７、ＩＲＧＡＣＵＲＥ　８１９として、並びにＡｃｅｔｏ　Ｃｏｒｐ．（Ｌａｋｅ
　Ｓｕｃｃｅｓｓ，Ｎ．Ｙ．）から商品名ＵＶ１－６９７６及びＵＶ１－６９９２として
市販されているものが挙げられる。フェニル－［ｐ－（２－ヒドロキシテトラデシルオキ
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シ）フェニル］ヨードニウムヘキサフルオロアンチモネート（hexafluoroantomonate）は
、Ｇｅｌｅｓｔ（Ｔｕｌｌｙｔｏｗｎ，Ｐａ．）から市販されている光反応開始剤である
。ホスフィンオキシド誘導体としては、ＬＵＣＩＲＩＮ　ＴＰＯが挙げられ、これは、Ｂ
ＡＳＦ（Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ，Ｎ．Ｃ）から入手可能な２，４，６－トリメチルベンゾイ
ルジフェニルホスフィンオキシドである。加えて、更に有用な光反応開始剤は、米国特許
第４，２５０，３１１号、同第３，７０８，２９６号、同第４，０６９，０５５号、同第
４，２１６，２８８号、同第５，０８４，５８６号、同第５，１２４，４１７号、同第５
，５５４，６６４号、及び同第５，６７２，６３７号に記載されている。光反応開始剤は
、配合物の有機部分を基準として約０．１～１０重量パーセント又は約０．１～５重量パ
ーセント（Ｐｈｒ）の濃度で使用できる。
【００６４】
　光学層の例として、光の調節に使用される実質上任意の層が挙げられる。これらには、
多様な光学フィルム並びにコーティング層が含まれる。本明細書で使用するとき、用語「
光学フィルム」は、光学効果を生じさせるために用いることができるフィルムを指す。光
学フィルムは、典型的には、単層又は多層であってもよいポリマー含有フィルムである。
光学フィルムは可撓性であり、任意の好適な厚さであってもよい。光学フィルムは、電磁
スペクトルの幾つかの波長（例えば、電磁スペクトルの可視紫外又は赤外領域の波長）に
対して、少なくとも部分的に透過性、反射性、反射防止性、偏光性、光学的透明性、又は
拡散性であることが多い。代表的な光学フィルムとしては、可視ミラーフィルム、着色ミ
ラーフィルム、日射反射フィルム、赤外反射フィルム、紫外線反射フィルム、輝度強化フ
ィルム及び二重輝度強化フィルムのような反射偏光フィルム、吸収偏光フィルム、光学的
に透明なフィルム、薄色フィルム、並びに反射防止フィルムが挙げられるが、これらに限
定されない。光学フィルムは、微細構造化表面を含有してもよい。いくつかの実施形態に
おいて、光学フィルムは、可視光の方向を変えるために微細構造化表面を含有してよい。
【００６５】
　いくつかの実施形態において、光学層はコーティングであってよく、又は、コーティン
グを有する光学フィルムを含んでよい。一般に、コーティングを用いて、フィルムの機能
を高める、又はフィルムに更なる機能を提供することができる。コーティングの例として
は、例えば、ハードコート（上記）、防曇コーティング、耐引っ掻きコーティング、プラ
イバシーコーティング、又はこれらの組み合わせが挙げられる。ハードコート、防曇コー
ティング、及び耐引っ掻きコーティングなどのコーティングは、耐久性の強化をもたらす
。プライバシーコーティングの例としては、例えば、視界をぼんやりさせるための、ぼや
けた（blurry）若しくは濁ったコーティング、又は視野角を制限するためのルーバー付フ
ィルムが挙げられる。
【００６６】
　好適な感圧性接着剤として、天然ゴム、合成ゴム、スチレンブロックコポリマー、ポリ
ビニルエーテル、アクリル、ポリ－α－オレフィン、シリコーン、ウレタン、又は尿素系
のものが挙げられる。
【００６７】
　有用な天然ゴム感圧接着剤は一般的に、素練りの天然ゴム、１００部の天然ゴムに対し
て２５部～３００部の１以上の粘着付与樹脂、及び通常０．５～２．０部の１以上の酸化
防止剤を含む。天然ゴムは、ライトペールクレープ等級からより暗色のリブドスモークド
シートの範囲の等級であってよく、粘度調節ゴムの等級であるＣＶ－６０、及びリブドス
モークドシートゴムの等級であるＳＭＲ－５などの例が挙げられる。
【００６８】
　天然ゴムと共に使用される粘着付与樹脂として、一般に、ウッドロジン及びその水素添
加誘導体、様々な軟化点のテルペン樹脂、及び石油系樹脂、例えばＥｘｘｏｎの「ＥＳＣ
ＯＲＥＺ　１３００」シリーズのＣ５脂肪族オレフィン由来樹脂、及びＨｅｒｃｕｌｅｓ
，Ｉｎｃの「ＰＩＣＣＯＬＹＴＥ　Ｓ」シリーズのポリテルペンが挙げられるが、これら
に限定されない。酸化防止剤は、天然ゴムへの酸化攻撃を抑制するために用いられ、天然
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ゴム系接着剤の凝集力の低下をもたらす恐れがある。有用な酸化防止剤として、「ＡＧＥ
ＲＩＴＥ　Ｄ」として入手可能なＮ－Ｎ’ジ－β－ナフチル－１，４－フェニレンジアミ
ンなどのアミン；Ｍｏｎｓａｎｔｏ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から「ＳＡＮＴＯＶＡＲ
　Ａ」として入手可能な２，５－ジ－（ｔ－アミル）ヒドロキノン、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇ
ｙ　Ｃｏｒｐ．から「ＩＲＧＡＮＯＸ　１０１０」として入手可能なテトラキス［メチレ
ン３－（３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）プロピアネー
ト］メタン、及び酸化防止剤２２４６として入手可能な２－２’－メチレンビス（４－メ
チル－６－ｔｅｒｔブチルフェノール）などのフェノール；並びに、ジチオジブチルカル
バミン酸亜鉛などのジチオカルバメートが挙げられるが、これらに限定されない。特別な
目的のためにその他の材料を天然ゴム系接着剤に添加することもでき、添加物としては、
可塑剤、顔料、及び感圧性接着剤を部分的に加硫処理するための硬化剤を挙げることがで
きる。
【００６９】
　別の有用な感圧接着剤のクラスとして、合成ゴムを含むものがある。このような接着剤
は一般的にゴム状のエラストマーであり、自己粘着性であるか又は非粘着性で粘着付与剤
を必要とするかのいずれかである。
【００７０】
　自己粘着性の合成ゴム感圧接着剤としては、例えば、ブチルゴム、イソブチレンと３％
未満のイソプレンとのコポリマー、ポリイソブチレン、イソプレンのホモポリマー、「Ｔ
ＡＫＴＥＮＥ　２２０　ＢＡＹＥＲ」のようなポリブタジエン、又はスチレン／ブタジエ
ンゴムが挙げられる。ブチルゴム感圧接着剤は、ジブチルジチオカルバミン酸亜鉛などの
酸化防止剤をしばしば含んでいる。ポリイソブチレン感圧接着剤は、酸化防止剤は通常含
んでいない。粘着付与剤を一般的に必要とする合成ゴム感圧接着剤は、一般的に溶融プロ
セスに容易に使用することもできる。これらは、ポリブタジエン又はスチレン／ブタジエ
ンゴム、１０部～２００部の粘着付与剤、及び一般的にゴム１００部当たり０．５部～２
．０部の「ＩＲＧＡＮＯＸ　１０１０」などの酸化防止剤を含む。合成ゴムの一例として
は、ＢＦ　Ｇｏｏｄｒｉｃｈ社より販売されるスチレン／ブタジエンゴムである「ＡＭＥ
ＲＩＰＯＬ　１０１１Ａ」がある。有用な粘着付与剤として、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ，Ｉｎｃ
．の安定化ロジンエステルである「ＦＯＲＡＬ　８５」、Ｔｅｎｎｅｃｏのガムロジンで
ある「ＳＮＯＷＴＡＣＫ」シリーズ、及びＳｙｌｖａｃｈｅｍのトール油ロジンである「
ＡＱＵＡＴＡＣ」シリーズなどのロジン誘導体；並びに、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ，Ｉｎｃ．の
ポリテルペンである「ＰＩＣＣＯＬＹＴＥ　Ａ」シリーズ、Ｃ５脂肪族オレフィン由来樹
脂である「ＥＳＣＯＲＥＺ　１３００」シリーズ、Ｃ９芳香族／脂肪族オレフィン由来樹
脂である「ＥＳＣＯＲＥＺ　２０００」シリーズ、及び、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ，Ｉｎｃ．の
芳香族炭化水素樹脂である「ＰＩＣＣＯ　５０００」シリーズなどのポリ芳香族Ｃ９樹脂
などの合成炭化水素樹脂が挙げられる。水素添加ブチルゴム、顔料、可塑剤、Ｅｘｘｏｎ
から入手可能な「ＶＩＳＴＡＮＥＸ　ＬＭＭＨ」ポリイソブチレン液体ゴムなどの液体ゴ
ム、及び接着剤を部分的に加硫処理するための硬化剤などのその他材料を、特別な目的の
ために添加できる。
【００７１】
　スチレンブロックコポリマー感圧接着剤は、Ａが熱可塑性ポリスチレンブロックを表し
、Ｂがポリイソプレン、ポリブタジエン、又はポリ（エチレン／ブチレン）のゴム状ブロ
ックを表すものとして、Ａ－Ｂ又はＡ－Ｂ－Ａ型のエラストマーと、樹脂とを一般的に含
む。ブロックコポリマー感圧性接着剤において有用な各種ブロックコポリマーの例として
、Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能な「ＫＲＡＴＯＮ　Ｄ１１０７Ｐ
」、及びＥｎｉＣｈｅｍ　Ｅｌａｓｔｏｍｅｒｓ　Ａｍｅｒｉｃａｓ，Ｉｎｃ．から入手
可能な「ＥＵＲＯＰＲＥＮＥ　ＳＯＬ　ＴＥ　９１１０」などの直鎖型、ラジアル型、星
型及びテーパ型のスチレン－イソプレンブロックコポリマー；Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ｃｏ．から入手可能な「ＫＲＡＴＯＮ　Ｇ１６５７」などの直鎖型スチレン－（エ
チレン－ブチレン）ブロックコポリマー；Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入
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手可能な「ＫＲＡＴＯＮ　Ｇ１７５０Ｘ」などの直鎖型スチレン－（エチレン－プロピレ
ン）ブロックコポリマー；並びに、Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能
な「ＫＲＡＴＯＮ　Ｄ１１１８Ｘ」、及びＥｎｉＣｈｅｍ　Ｅｌａｓｔｏｍｅｒｓ　Ａｍ
ｅｒｉｃａｓ，Ｉｎｃ．から入手可能な「ＥＵＲＯＰＲＥＮＥ　ＳＯＬ　ＴＥ　６２０５
」などの直鎖型、ラジアル型、及び星型スチレン－ブタジエンブロックコポリマーが挙げ
られる。ポリスチレンブロックは、ブロックコポリマー感圧性接着剤に２相構造を生じさ
せる回転楕円形、円筒形、又はプレート形の形状のドメインを形成する傾向がある。ゴム
相に関連する樹脂は一般的に、感圧接着剤に粘着性を発現する。ゴム相に関連する樹脂の
例として、Ｇｏｏｄｙｅａｒから入手可能な「ＥＳＣＯＲＥＺ　１３００」シリーズ及び
「ＷＩＮＧＴＡＣＫ」シリーズなどの脂肪族オレフィン由来樹脂、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ，Ｉ
ｎｃ．から両方とも入手可能な「ＦＯＲＡＬ」シリーズ及び「ＳＴＡＹＢＥＬＩＴＥ」エ
ステル１０などのロジンエステル、Ｅｘｘｏｎから入手可能な「ＥＳＣＯＲＥＺ　５００
０」シリーズなどの水素添加炭化水素、「ＰＩＣＣＯＬＹＴＥ　Ａ」シリーズなどのポリ
テルペン、並びに、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ，Ｉｎｃ．から入手可能な「ＰＩＣＣＯＦＹＮ　Ａ
１００」などの石油又はテレビン油源由来のテルペンフェノール樹脂が挙げられる。熱可
塑性相に関連する樹脂は、感圧性接着剤を硬化する傾向がある。熱可塑性相に関連する樹
脂として、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ，Ｉｎｃ．から入手可能な芳香族炭化水素樹脂である「ＰＩ
ＣＣＯ　６０００」シリーズなどのポリ芳香族、Ｎｅｖｉｌｌｅから入手可能な「ＣＵＭ
ＡＲ」シリーズなどのクマロン－インデン樹脂、並びに、Ａｍｏｃｏから入手可能なαメ
チルスチレン樹脂である「ＡＭＯＣＯ　１８」シリーズ、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ，Ｉｎｃ．か
ら入手可能なアルキル芳香族ポリインデン樹脂である「ＰＩＣＣＯＶＡＲ　１３０」、及
びＨｅｒｃｕｌｅｓから入手可能なαメチルスチレン／ビニルトルエン樹脂である「ＰＩ
ＣＣＯＴＥＸ」シリーズなどの、コールタール又は石油由来かつ約８５℃を超える軟化点
を有する、高溶解度パラメータのその他の樹脂が挙げられる。Ｌｙｄｏｎｄｅｌｌ　Ｐｅ
ｔｒｏｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能な「ＴＵＦＦＬＯ　６０５６」、Ｃｈｅｖ
ｒｏｎのポリブテン－８、Ｗｉｔｃｏから入手可能な「ＫＡＹＤＯＬ」、及びＳｈｅｌｌ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能な「ＳＨＥＬＬＦＬＥＸ　３７１」などのゴム
相可塑化炭化水素油、顔料、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ　Ｃｏｒｐ．から両方とも入手可能な
「ＩＲＧＡＮＯＸ　１０１０」及び「ＩＲＧＡＮＯＸ　１０７６」、Ｕｎｉｒｏｙａｌ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能な「ＢＵＴＡＺＡＴＥ」、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃ
ｙａｎａｍｉｄから入手可能な「ＣＹＡＮＯＸ　ＬＤＴＰ」、及びＭｏｎｓａｎｔｏ　Ｃ
ｏ．から入手可能な「ＢＵＴＡＳＡＮ」などの酸化防止剤、ＤｕＰｏｎｔから入手可能な
ジブチルジチオカルバミン酸ニッケルである「ＮＢＣ」などのオゾン分解防止剤、「ＶＩ
ＳＴＡＮＥＸ　ＬＭＭＨ」ポリイソブチレンゴムなどの液体ゴム、並びに、Ｃｉｂａ－Ｇ
ｅｉｇｙ　Ｃｏｒｐ．から入手可能な「ＩＲＧＡＮＯＸ　１０１０」及び「ＴＩＮＵＶＩ
Ｎ　Ｐ」などの紫外線阻害剤を含むその他材料を、特別な目的のために添加できる。
【００７２】
　所望の感圧特性を得るために、ポリビニルエーテル感圧性接着剤は、一般に、ビニルメ
チルエーテル、ビニルエチルエーテル、若しくはビニルイソブチルエーテルのホモポリマ
ーのブレンド、又は、ビニルエーテルのホモポリマー、及びビニルエーテルとアクリレー
トのコポリマーのブレンドである。重合度に応じて、ホモポリマーは、粘稠油、粘着性の
軟性樹脂、又はゴム様物質であってよい。ポリビニルエーテル接着剤中で原材料として使
用されるポリビニルエーテルとして、ＢＡＳＦから入手可能な「ＬＵＴＡＮＯＬ　Ｍ　４
０」、並びにＩＳＰ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｉｎｃ．から入手可能な「ＧＡＮＴＲ
ＥＺ　Ｍ　５７４」及び「ＧＡＮＴＲＥＺ　５５５」などのビニルメチルエーテル；「Ｌ
ＵＴＡＮＯＬ　Ａ　２５」、「ＬＵＴＡＮＯＬ　Ａ　５０」及び「ＬＵＴＡＮＯＬ　Ａ　
１００」などのビニルエチルエーテル；「ＬＵＴＡＮＯＬ　Ｉ３０」、「ＬＵＴＡＮＯＬ
　Ｉ６０」、「ＬＵＴＡＮＯＬ　ＩＣ」、「ＬＵＴＡＮＯＬ　Ｉ６０Ｄ」及び「ＬＵＴＡ
ＮＯＬ　Ｉ　６５Ｄ」などのビニルイソブチルエーテル；ＢＡＳＦから入手可能な「ＡＣ
ＲＯＮＡＬ　５５０　Ｄ」などのメタクリレート／ビニルイソブチルエーテル／アクリル
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酸をベースとするポリマーが挙げられる。ポリビニルエーテル感圧性接着剤の安定化に有
用な酸化防止剤として、例えば、Ｓｈｅｌｌから入手可能な「ＩＯＮＯＸ　３０」、Ｃｉ
ｂａ－Ｇｅｉｇｙから入手可能な「ＩＲＧＡＮＯＸ　１０１０」、及びＢａｙｅｒ　Ｌｅ
ｖｅｒｋｕｓｅｎから入手可能な酸化防止剤「ＺＫＦ」が挙げられる。粘着付与剤、可塑
剤、及び顔料など、ＢＡＳＦの資料に記載されるようなその他材料を、特別な目的のため
に添加できる。
【００７３】
　アクリル感圧性接着剤は、一般に約－２０℃以下のガラス転移温度を有し、１００～８
０重量パーセントのＣ３～Ｃ１２アルキルエステル構成成分（例えば、イソオクチルアク
リレート、２－エチル－ヘキシルアクリレート、及びｎ－ブチルアクリレートなど）、並
びに０～２０重量パーセントの極性構成成分（例えば、アクリル酸、メタクリル酸、エチ
レンビニルアセテート、Ｎ－ビニルピロリドン、及びスチレンマクロマーなど）を含んで
よい。一般に、アクリル感圧性接着剤は、０～２０重量パーセントのアクリル酸、及び１
００～８０重量パーセントのイソオクチルアクリレートを含む。アクリル感圧接着剤は、
自己粘着性であるか又は粘着性付与されたものであってよい。アクリルに対する有用な粘
着付与剤は、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ，Ｉｎｃ．から入手可能な「ＦＯＲＡＬ　８５」などのロ
ジンエステル、「ＰＩＣＣＯＴＥＸ　ＬＣ－５５ＷＫ」などの芳香族樹脂、Ｈｅｒｃｕｌ
ｅｓ，Ｉｎｃ．から入手可能な「ＰＩＣＣＯＴＡＣ　９５」などの脂肪族樹脂、並びに、
Ａｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から「ＰＩＣＣＯＬＹＴＥ　Ａ－１１５」及
び「ＺＯＮＡＲＥＺ　Ｂ－１００」として入手可能なα－ピネン及びβ－ピネンなどのテ
ルペン樹脂である。水素添加ブチルゴム、顔料、及び接着剤を部分的に加硫処理するため
の硬化剤などのその他材料を、特別な目的のために添加できる。
【００７４】
　ポリ－α－オレフィン感圧性接着剤は、ポリ（１－アルケン）感圧接着剤とも呼ばれ、
参照することによって本明細書に組み込まれる米国特許第５，２０９，９７１号（Ｂａｂ
ｕら）に記載されるような、放射線活性化官能基がグラフトされてよい実質的に非架橋の
ポリマー又は非架橋のポリマーを一般的に含む。ポリ－α－オレフィンポリマーは自己粘
着性であるか、かつ／又は１以上の粘着付与剤を含むものでよい。非架橋の場合、ポリマ
ーの固有粘度は、ＡＳＴＭ　Ｄ　２８５７－９３「Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｐｒａｃｔｉｃｅ
　ｆｏｒ　Ｄｉｌｕｔｅ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎ　Ｖｉｓｃｏｓｉｔｙ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅ
ｒｓ」によって測定されるとき、一般に約０．７～５．０ｄＬ／ｇである。加えて、ポリ
マーは一般に、主に非晶質である。有用なポリ－α－オレフィンポリマーとして、例えば
、Ｃ３～Ｃ１８ポリ（１－アルケン）ポリマー、一般にＣ５～Ｃ１２　α－オレフィン、
及びＣ３又はＣ６～Ｃ８とのコポリマー、並びにＣ３とのコポリマーが挙げられる。粘着
付与材料は、典型的にはポリ－α－オレフィンポリマーと混和性の樹脂である。ポリ－α
－オレフィンポリマー中の粘着性付与樹脂の合計量は、具体的な用途に応じ、ポリ－α－
オレフィンポリマー１００部当たり０～１５０重量部の範囲である。有用な粘着付与樹脂
としては、Ｃ５～Ｃ９不飽和炭化水素モノマー、ポリテルペン、合成ポリテルペンなどの
重合によって得られる樹脂が挙げられる。この種のＣ５オレフィン画分ベースの市販樹脂
の例は、Ｇｏｏｄｙｅａｒ　Ｔｉｒｅ　ａｎｄ　Ｒｕｂｂｅｒ　Ｃｏ．から入手可能な「
ＷＩＮＧＴＡＣＫ　９５」及び「ＷＩＮＧＴＡＣＫ　１５」粘着付与樹脂である。他の炭
化水素樹脂として、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能な「ＲＥ
ＧＡＬＲＥＺ　１０７８」及び「ＲＥＧＡＬＲＥＺ　１１２６」、並びにＡｒａｋａｗａ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から入手可能な「ＡＲＫＯＮ　Ｐ１１５」が挙げられる。酸
化防止剤、充填剤、顔料、及び放射線活性化架橋剤などのその他材料を、特別な目的のた
めに添加できる。
【００７５】
　シリコーン感圧性接着剤は、２種類の主要構成成分である、ポリマー又はゴム、及び粘
着付与樹脂を含む。ポリマーは典型的には、高分子量のポリジメチルシロキサン又はポリ
ジメチルジフェニルシロキサンであり、ポリマー鎖の末端に残留シラノール官能基（Ｓｉ
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ＯＨ）を含有するものであるか、又はポリジオルガノシロキサンのソフトセグメントと尿
素末端のハードセグメントとを含むブロックコポリマーである。粘着付与樹脂は一般的に
三次元シリケート構造であり、トリメチルシロキシ（ＯＳｉＭｅ３）基で末端キャップさ
れ、また一部の残留シラノール官能基を含有する。粘着付与樹脂の例として、Ｇｅｎｅｒ
ａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏ．，Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｒｅｓｉｎｓ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
（Ｗａｔｅｒｆｏｒｄ，Ｎ．Ｙ．）のＳＲ　５４５、及びＳｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｓｉｌｉ
ｃｏｎｅｓ　ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ，Ｉｎｃ．（Ｔｏｒｒａｎｃｅ，Ｃａｌｉｆ．）のＭ
ＱＤ－３２－２が挙げられる。典型的なシリコーン感圧性接着剤の製造は、米国特許第２
，７３６，７２１号（Ｄｅｘｔｅｒ）に記載されている。シリコーン尿素ブロックコポリ
マー感圧性接着剤の製造は、米国特許第５，２１４，１１９号（Ｌｅｉｒら）に記載され
ている。顔料、可塑剤、及び充填剤などのその他材料を、特別な目的のために添加できる
。充填剤は、シリコーン感圧性接着剤１００部当たり０部～１０部の量で典型的に使用さ
れる。使用できる充填剤の例として、酸化亜鉛、シリカ、カーボンブラック、顔料、金属
粉末、及び炭酸カルシウムが挙げられる。
【００７６】
　有用なポリウレタン及び有用なポリ尿素感圧性接着剤として、例えば、国際公開第００
／７５２１０号（Ｋｉｎｎｉｎｇら）、米国特許第３，７１８，７１２号（Ｔｕｓｈａｕ
ｓ）、同第３，４３７，６２２号（Ｄａｈｌ）、及び同第５，５９１，８２０号（Ｋｙｄ
ｏｎｉｅｕｓら）に開示されるものが挙げられる。
【００７７】
　物品は、第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表面を備える基材と、第１ポリエ
ステル表面上にコーティングされた架橋されたポリウレタン系プライマーと、加熱活性化
された接着剤の代わりに、架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する感圧性接着剤
層と、を含む、物品が更に開示される。好適な感圧性接着剤の例として、上記のものが挙
げられる。
【００７８】
　上記物品と同じように、基材の第２ポリエステル表面は更に、架橋されたポリウレタン
系プライマーコーティングも含んでよい。この架橋されたポリウレタン系プライマーは、
基材の第１ポリエステル表面上にコーティングされた架橋されたポリウレタン系プライマ
ーと同じであってよく、又は異なっていてもよい。典型的には、適用及び取り扱いを容易
にするため、架橋されたポリウレタン系プライマーは同じものである。好適な架橋された
ポリウレタン系プライマーは、先に詳細に記載している。
【００７９】
　第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表面を備える基材と、第１及び第２ポリエ
ステル表面上にコーティングされた架橋されたポリウレタン系プライマーと、を含む上記
フィルム物品を用いて、積層物品を製造できる。この積層物品では、フィルム物品はグレ
ージング基材に接着される。
【００８０】
　多種多様なグレージング基材が、本開示の積層物品に適している。いくつかの実施形態
では、単一のグレージング基材が存在し、別の実施形態では、複数のグレージング基材が
存在する。いくつかの実施形態では、プライマー処理された上記フィルム物品はグレージ
ング基材の外面に取り付けられ、別の実施形態では、プライマー処理された上記フィルム
物品は２枚のグレージング基材の間に位置する。
【００８１】
　好適なグレージング基材は、少なくとも光学的に透過性であり、光学的に透明であり得
る。好適な基材の例としては、例えば、窓が挙げられる。窓は、様々なガラスなどの、様
々な異なる種類のグレージング基材から、又はポリカーボネート若しくはポリメチルメタ
クリレートなどの高分子材料から作製され得る。いくつかの実施形態において、窓はまた
、追加的な層又は処理を含み得る。追加的な層の例としては、例えば、着色性、耐破砕性
などを提供するように設計されたフィルムの追加的な層が挙げられる。窓の、存在し得る
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追加的な処理の例としては、例えば、ハードコートなどの様々な種類のコーティング、及
び修飾的エッチングなどのエッチングが挙げられる。
【００８２】
　いくつかの実施形態において、第１及び第２の架橋されたポリウレタン系プライマーコ
ーティングの両方は、プライマーコーティングに隣接する光学的に透明な加熱活性化され
た接着剤層を有する。別の実施形態において、ポリウレタン系プライマーコーティングの
一方は、プライマーコーティングに隣接する光学的に透明な加熱活性化された接着剤層を
有し、他方のポリウレタン系プライマーコーティングは、プライマー層に隣接する層を有
する。層は、硬化したハードコート、光学層、又は上記感圧性接着剤であってよい。２つ
の光学的に透明な加熱活性化された接着剤層、又は、１つの光学的に透明な加熱活性化さ
れた接着剤層と１つの感圧性接着剤層とを有する物品を使用して、サンドイッチ構造、す
なわち、フィルム物品が２枚のグレージング基材間にある構造を作製できる。
【００８３】
　典型的には、積層体は、視感透過率が高く、ヘイズが低いなど、望ましい光学的性質を
有する。本開示の積層体は、多くの場合、４００～７００ｎｍの波長帯において、少なく
とも約９０パーセントの視感透過率及び約３パーセント未満のヘイズを有する。視感透過
率及びヘイズは両方とも、例えば、ＡＳＴＭ－Ｄ　１００３－９５の方法を用いて決定す
ることができる。
【００８４】
　物品の製造方法も開示される。この方法は、第１ポリエステル表面及び第２ポリエステ
ル表面を備える基材を準備する工程と、基材の第１ポリエステル表面又は第２ポリエステ
ル表面の少なくとも一方に硬化性プライマー組成物を適用する工程と、硬化性プライマー
組成物を乾燥する工程と、基材及び硬化性プライマー組成物を伸張しながら加熱し、伸張
したポリエステル表面上に架橋されたプライマー層を形成する工程と、架橋されたプライ
マー層上に光学的に透明な加熱活性化された接着剤を適用し、光学的に透明な加熱活性化
された接着剤層を形成する工程と、を含む。伸張しながら加熱する（「幅出し」と呼ばれ
るプロセス）前に、硬化性プライマー組成物が基材上にコーティングされるため、硬化性
プライマーコーティングは、「幅出し前コーティング」と呼ばれることがある。この硬化
性幅出し前プライマーコーティングは、ポリウレタン系分散物と、架橋剤と、を含み、こ
れらは先に詳細に説明されるようなものである。
【００８５】
　いくつかの実施形態において、プライマー組成物は、基材の第１及び第２ポリエステル
表面の両面にコーティングされ、第１及び第２の硬化したプライマー層を形成する。両面
にコーティングすると、追加コーティングを受けるのに好適な両面を有する物品を提供す
るだけではなく、両面が同じ物品を提供する。両面が同じフィルム物品があると、処理中
に、どちらの側にプライマーコーティングがあるかの確認に注意する必要がなくなる。更
に、本開示のプライマーコーティングは、追加コーティングを受けるのに好適な変性表面
を提供することに加えて、フィルムの取り扱い性を向上することがわかっている。このフ
ィルム取り扱い性の向上として、ローラー上の滑りの強化、並びにフィルムロールの巻き
取り及び巻き戻しの容易化が挙げられる。いくつかの実施形態において、プライマー組成
物中に様々なポリマー性又は無機添加剤を含めることによって、滑りの強化を達成でき、
又は更に強化できる。これら添加剤として、例えば、Ｄｅｇｕｓｓａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ
ｉｏｎ（Ｐａｒｓｉｐｐａｎｙ，ＮＪ）から「ＡＥＲＯＤＩＳＰ　Ｗ　１２２６」として
市販されているヒュームドシリカの水系分散液などのスリップ添加剤が挙げられる。
【００８６】
　任意の好適なコーティング若しくは塗布方法、又は水性若しくは溶剤混合物のコーティ
ングに有用な方法の組み合わせを用いて、基材のポリエステル表面の片側又は両側に、硬
化性プライマーコーティングをコーティングしてよい。好適なコーティング装置の例とし
て、ナイフコーター、ロールコーター、リバースロールコーター、ノッチ付きバーコータ
ー、カーテンコーター、輪転グラビアコーター、輪転印刷機などが挙げられる。前記水性
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又は溶剤混合物の粘度は、使用するコーターの種別に応じて調整してよい。コーティング
の適用後、任意の好適な乾燥プロセスによって乾燥してよい。好適な乾燥プロセスの例と
して、風乾、及び、ＩＲランプなどによる、又は強制空気オーブンなどのオーブンによる
加熱乾燥が挙げられる。
【００８７】
　基材上でプライマー層（単層）又はプライマー層（複層）が乾燥した後、次に、コーテ
ィングされた基材を、幅出し、つまりフィルムを配向させるために、１次元又は２次元に
伸張してよい。フィルム、特にポリエステルフィルムの配向プロセスは、「高分子工業科
学百科辞典（Encyclopedia of Polymer Science and Engineering）」（第１２巻、第２
版、１９３～２１６ページ）に記載されている。二軸配向ポリエステルフィルムの典型的
な作製プロセスは、以下の４つの主要工程からなる、（１）ポリエステル樹脂の溶融押出
及びそれの急冷によりウェブを形成する工程、（２）長手方向又は機械方向へ、ウェブを
延伸する工程、（３）引き続いて又は同時に、ウェブを横断方向へと延伸してフィルムを
作製する工程、及び（４）フィルムをヒートセッティングする工程。二軸配向が所望され
る場合、プライマー組成物は、多層光学フィルムが機械方向に延伸された後に、続いて横
断方向が延伸される前に、多層光学フィルム上にコーティングされてもよい。ポリマーフ
ィルムの配向に関する更なる説明は、例えば国際公開第２００６／１３０１４２号に記載
されている。多層光学フィルムは一般的に、モノリシックのＰＥＴフィルムの調製で一般
的に使用される３．５：１～４：１よりもかなり高い、６：１又はそれ以上の延伸比を用
いるプロセスで製造される。当該技術分野で使用される多数のプロセスと異なり、本開示
のプライマーは、６：１で延伸した後でさえ、卓越した透明性、美的外観、及び接着特性
を備えるコーティングを与えることが見出された。
【００８８】
　プライマー処理されたフィルム物品を伸張して配向した後、様々な異なる層をプライマ
ー表面に接触させてよい。これらの層の中には、光学的に透明な加熱活性化された接着剤
層、ハードコート層、光学層、及び感圧性接着剤層が含まれている。これらの層は全て、
先に詳細に説明しており、従来のコーティング又は積層技術を用いて適用できる。
【実施例】
【００８９】
　本開示の利点及び実施形態を以降の実施例によって更に例示するが、これら実施例にお
いて列挙される特定の材料及びそれらの量、並びに他の条件及び詳細は、本発明を不当に
制限するように解釈されるべきではない。これらの実施例では、比率、割合及び比はすべ
て、特に断らないかぎり重量に基づいたものである。
【００９０】
　以下の実施例では、次の略語を使用する：ｇ＝グラム、ｍｉｎ＝分、ｍｏｌ＝モル、ｈ
ｒ＝時間、ｍＬ＝ミリリットル、ｎｍ＝ナノメートル、ｗｔ＝重量、ｆｐｍ＝フィート／
分、ｐｓｉ＝ポンド／平方インチ、ｋＰａ＝キロパスカル、ＰＳＡ＝感圧性接着剤。特に
明記しない限り、化学物質は、Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ（Ｓｔ．Ｌｏｕｉｓ，ＭＯ）
から入手可能である。
【００９１】
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【００９２】
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【表１－２】

【００９３】
　ポリウレタン分散物３の合成
　１ポンド／１００ポンド（４５４ｇ／４５３５９ｇ）の投入量に基づき、イソシアネー
ト末端化プレポリマーを以下のように調製した。ポリオール－１（０．００３当量）、ポ
リオール－１（０．０２０当量）、及びジメチロールプロピオン酸（０．０２４当量、Ｇ
ＥＯ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから入手）の、ジラウリン酸ジブチル錫
触媒（０．１ｗｔ％、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｉｎｃから入手
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）を含む２－ブタノン（固形分７０％）中混合物を、Ｈ１２ＭＤＩの８０％溶液（０．０
６９当量）でゆっくりと処理した。この混合物を、１０２℃（２１５°Ｆ）で３～４ｈｒ
攪拌した。形成されたプレポリマー溶液を７９℃（１７５°Ｆ）に冷却し、その後、トリ
エチルアミン（０．００９当量、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
ｓ　Ｉｎｃ．から入手）及びエチレンジアミン（０．０１７当量、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手）の希釈水溶液に徐々に加えた。この混合物を、激しく１
ｈｒ攪拌し、次に、減圧下で揮散させて固形分２５％の水性ポリウレタン分散物を得た。
【００９４】
　コーティング溶液調製の基本手順
　特に記載がない限り、実験室スケールのコーティング溶液は全て、１００ｇの量で作製
した。一次ポリウレタンバインダーを含む容器を攪拌し、その後、特定の未希釈架橋剤溶
液をゆっくりと加えた。約１ガロンを超えるコーティング溶液を使用するより大きいスケ
ールの実験では、架橋剤のプレミックス溶液を固形分２０％で調製した。それぞれの場合
において、使用したイソシアネート架橋剤の固形分量は、バインダーの総固体量の２０ｗ
ｔ％、すなわち、ポリウレタンと架橋剤の４：１混合物とした。バインダー及び架橋剤を
１５ｍｉｎ攪拌した後、脱イオン水を用いて、固形分１５％の最終濃度まで材料を希釈し
、その後界面活性剤（合計溶液ｗｔの０．０８％）及びスリップ剤（使用した場合）を連
続的に加えた。コーティング操作において使用する前に、溶液を更に１５ｍｉｎ攪拌した
。攪拌した脱イオン水と界面活性剤の溶液にバインダー及び架橋剤を投入するなど、別の
添加順序において、同様に実施できることが確認された。
【００９５】
　コーティング及び幅出し手順
　ＲＤ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ，Ｉｎｃ．（Ｗｅｂｓｔｅｒ，ＮＹ）から購入した＃６
Ｍａｙｅｒコーティングロッドを用いて、実験室フィルムサンプルをコーティングした。
コーティングしたフィルムを、１６５°Ｆ（７４℃）のオーブンで３～５ｍｉｎ乾燥し、
その後フィルムの反対面をコーティングして、同様に乾燥した。引き続き、Ｂｒｕｃｋｎ
ｅｒ（Ｓｉｅｇｓｄｏｒｆ，Ｇｅｒｍａｎｙ）から市販される「ＫＡＲＯ　ＩＶ　ＬＡＢ
ＯＲＡＴＯＲＹ　ＳＴＲＥＴＣＨＩＮＧ　ＭＡＣＨＩＮＥ」において、次の手順、すなわ
ち、（ｉ）９７℃で２５秒間予備加熱し、（ｉｉ）機械方向（ＭＤ）に３．３３倍、横断
（ＴＤ）方向に３．４６倍、１４％／秒で同時に伸張し、（ｉｉｉ）１９３℃で６０秒間
フィルムを加熱し、（ｉｖ）ＭＤに３．４３倍、ＴＤに３．５６倍、５０％／秒でフィル
ムを伸張して、フィルムを伸張した。製造スケールの装置での試作として、リバースグラ
ビアロールコーティングプロセスを使用して、コーティングを適用した。グラビアロール
速度は、１２５％延伸、及び最終速度４５．７５ｆｐｍ（１３９４．５ｃｍ／ｍｉｎ）に
設定した。ドクターブレード圧は４０ｐｓｉ（２７６ｋＰａ）に設定した。コーティング
後、乾燥オーブン（１３０°Ｆ（５４℃））、予備加熱及び伸張ゾーン（２００～２０２
°Ｆ（９３～９４℃））、ヒートセットゾーン（４２２°Ｆ（２１７℃））、及び最後に
冷却ゾーン（１００°Ｆ（３８℃））を連続的に通過させて、フィルムを処理した。伸張
パラメータは、実験室サンプルについて記載したものと公称は同じとした。乾燥したコー
ティング厚さは、公称８０～１５０ｎｍであった。
【００９６】
　ＰＥＴ表面を有する多層光学フィルム
　成形した多層光学フィルム（ＭＯＦ）をコーティングし、続いて、本明細書に記載の物
品及び積層体において使用する前に伸張した。伸張及びヒートセット工程後、フィルムは
、ＣＭ　８７５（ポリエチレンテレフタレート（terephthalte）（ＰＥＴ）とコＰＭＭＡ
（ポリメチルメタクリレート）の２２４層の交互層を、多層積層体の外側と同じＰＥＴの
表面層と共に含む、公称２ミル（５１マイクロメートル）の４分の１波長のＩＲ反射フィ
ルム）と類似している。このフィルムは、米国特許第６，７９７，３９６号（実施例５）
に記載されている。
【００９７】
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　ガラス積層体の調製及び試験
　ガラス積層体は、１２インチ×１２インチ（３０．５ｃｍ×３０．５ｃｍ）とした。積
層体の構成は次の通りとした：２．１ｍｍのガラス／１５ミル（３８１マイクロメートル
）のＰＶＢ／実験用フィルム／１５ミル（３８１マイクロメートル）のＰＶＢ／２．１ｍ
ｍのガラス。この積層体をニップローラーに通し、残存空気を押し出してから、２８５°
Ｆ／１７５ｐｓｉ（１４１℃／１２０７ｋＰａ）まで３０ｍｉｎかけて上昇するオートク
レーブにかけ、３０ｍｉｎ保持し、３０～６０ｍｉｎかけて徐々に冷却した。
【００９８】
　圧縮剪断試験は、１２”×１２”（３０．５ｃｍ×３０．５ｃｍ）の上記のように調製
したガラス積層体から切り出した、１．００インチ±０．０２インチ（２．５４ｃｍ±０
．０５ｃｍ）の正方形サンプルを使用して実施した。正方形サンプルを、１１，０００ｌ
ｂ－ｆ（５０，０００Ｎ）ロードセルを備えた、試験装置ＭＴＳ　Ａｌｌｉａｎｃｅ　Ｒ
Ｔ／５０機に装着し、４５度の圧縮剪断力をかけた。ロードセルを、０．１”／ｍｉｎ（
０．２５ｃｍ／ｍｉｎ）の速度で動かした。ガラス積層体が破損した時点の力を記録し、
６～１０回測定を繰り返した際の平均値を求める。
【００９９】
　ヘイズ及び透過率パーセントを、ＢＹＫ　Ｇａｒｄｎｅｒ　Ｐｌｕｓ　ＡＴ－４７２５
機器を使用して測定した。フィルムサンプルとガラス積層体の両方のデータを表にする。
【０１００】
　比較例Ｃ１：
　「ＰＥＴ表面を有する多層光学フィルム」に記載の通りにフィルムを作製した。このフ
ィルムは、プライマーでコーティングしなかったが、上記「コーティング及び幅出し手順
」に記載の通りに幅出しし、ガラス／ＰＶＢ／フィルム／ＰＶＢ／ガラスの構成体に作製
して、「ガラス積層体の調製及び試験」に記載の通りに試験した。結果を表１に示す。
【０１０１】
　比較例Ｃ２：
　ＰＡＡコーティング溶液を米国特許第５，４１１，８４５号に記載のように調製し、上
記の通りＣＭ８７５フィルム上にコーティングし、上記の通り幅出しして、ガラス／ＰＶ
Ｂ／フィルム／ＰＶＢ／ガラスの構成体に作製して、「ガラス積層体の調製及び試験」に
記載の通りに試験した。結果を表１に示す。
【０１０２】
　比較例Ｃ３：
　１％　ＡＥＡＰＴＭＳコーティング溶液を、米国特許第５，０６４，７２２号に記載の
ように調製した。ガラス／ＰＶＢ／フィルム／ＰＶＢ／ガラスの構成体を、フィルムにつ
いて、多層光学フィルムの両面をまずＡＥＡＰＴＭＳでコーティングした以外は、「ガラ
ス積層体の調製及び試験」に記載の通り比較例Ｃ１と同様に作製した。結果を表１に示す
。
【０１０３】
　比較例Ｃ４：
　ガラス／ＰＶＢ／ＰＶＢ／ガラスの構成体を作製し、比較例Ｃ１と同様に試験したが、
ＰＥＴ表面を有する多層光学フィルムは含めなかった。結果を表１に示す。
【０１０４】
　（実施例１）：
　コーティング溶液を、一次バインダーとしてＰＵＤ－１、及び架橋剤としてＡＩＣ－２
を用いて、「コーティング溶液調製の基本手順」に記載の通りに調製した。「ＰＥＴ表面
を有する多層光学フィルム」及び「コーティング及び幅出し手順」に記載の通りにフィル
ムを作製し、処理した。得られた処理済みフィルムを、ガラス／ＰＶＢ／フィルム／ＰＶ
Ｂ／ガラスの構成体に作製し、「ガラス積層体の調製及び試験」に記載の通りに試験した
。結果を表１に示す。
【０１０５】
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　（実施例２）：
　スリップ粒子のレベルが乾燥コーティングの２．５重量％になるようにスリップ剤を添
加した以外は、上記実施例１に記載の通りにコーティング溶液、フィルム、及び積層体を
作製し、試験した。結果を表１に示す。
【０１０６】
　（実施例３）：
　ＰＵＤ－３を一次バインダーとして使用した以外は、上記実施例１に記載の通りにコー
ティング溶液、フィルム、及び積層体を作製し、試験した。結果を表１に示す。
【０１０７】
　（実施例４）：
　スリップ粒子のレベルが乾燥コーティングの２．５重量％になるようにスリップ剤を添
加した以外は、上記実施例３に記載の通りにコーティング溶液、フィルム、及び積層体を
作製し、試験した。結果を表１に示す。
【０１０８】
　（実施例５）：
　ＰＵＤ－２を一次バインダーとして使用した以外は、上記実施例１に記載の通りにコー
ティング溶液、フィルム、及び積層体を作製し、試験した。結果を表１に示す。
【０１０９】
　（実施例６）：
　ＰＵ－１及びＡＲＣ－１をそれぞれ一次バインダー及び架橋剤として使用した以外は、
上記実施例１に記載の通りにコーティング溶液、フィルム、及び積層体を作製し、試験し
た。結果を表１に示す。
【０１１０】
　（実施例７）：
　ＰＵ－１及びＡＩＣ－２をそれぞれ一次バインダー及び架橋剤として使用した以外は、
上記実施例１に記載の通りにコーティング溶液、フィルム、及び積層体を作製し、試験し
た。結果を表１に示す。
【０１１１】
　（実施例８）：
　ＰＵＤ－３及びＡＲＣ－１をそれぞれ一次バインダー及び架橋剤として使用した以外は
、上記実施例１に記載の通りにコーティング溶液、フィルム、及び積層体を作製し、試験
した。結果を表１に示す。
【０１１２】
　（実施例９）：
　ＰＵＤ－３及びＡＩＣ－２をそれぞれ一次バインダー及び架橋剤として使用した以外は
、上記実施例１に記載の通りにコーティング溶液、フィルム、及び積層体を作製し、試験
した。結果を表１に示す。
【０１１３】



(26) JP 6208690 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

【表２】

【０１１４】
　（実施例１０～１６）：
　一次バインダーとしてＰＵＤ－１、及び様々な異なる架橋剤を用いて、上記実施例１に
記載の通りにコーティング溶液、コーティングかつ処理済みフィルム、及び積層構成体を
作製し、試験した。実施例１０では、架橋剤はＡＩＣ－６、実施例１１では架橋剤はＡＩ
Ｃ－７、実施例１２では架橋剤はＡＩＣ－１、実施例１３では架橋剤はＡＩＣ－２、実施
例１４では架橋剤はＡＩＣ－３、実施例１５では架橋剤はＡＩＣ－４、実施例１６では架
橋剤はＡＩＣ－５とした。表２に結果を示す。
【０１１５】
【表３】

【０１１６】
　（実施例１７～２３）：
　一次バインダーとしてＰＵＤ－３、及び様々な異なる架橋剤を用いて、上記実施例１に
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記載の通りにコーティング溶液、コーティングかつ処理済みフィルム、及び積層構成体を
作製し、試験した。実施例１７では架橋剤はＡＩＣ－６、実施例１８では架橋剤はＡＩＣ
－７、実施例１９では架橋剤はＡＩＣ－１、実施例２０では架橋剤はＡＩＣ－２、実施例
２１では架橋剤はＡＩＣ－３、実施例２２では架橋剤はＡＩＣ－４、実施例２３では架橋
剤はＡＩＣ－５とした。結果を表３に示す。
【０１１７】
【表４】

【０１１８】
　（実施例２４～２７）：
　一次バインダーとしてＰＵＤ－１、及び様々な異なる架橋剤を用いて、上記実施例１に
記載の通りにコーティング溶液、コーティングかつ処理済みフィルム、及び積層構成体を
作製し、試験した。実施例２４では架橋剤はＢＩ－１、実施例２５では架橋剤はＢＩ－２
、実施例２６では架橋剤はＢＩ－３、実施例２７では架橋剤はＢＩ－４とした。結果を表
４に示す。
【０１１９】
　（実施例２８～３０）：
　一次バインダーとしてＰＵＤ－３、及び様々な異なる架橋剤を用いて、上記実施例１に
記載の通りにコーティング溶液、コーティングかつ処理済みフィルム、及び積層構成体を
作製し、試験した。実施例２８では架橋剤はＢＩ－２、実施例２９では架橋剤はＢＩ－３
、実施例３０では架橋剤はＢＩ－４とした。結果を表４に示す。
【０１２０】
【表５】
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【０１２１】
　実施例３１～３３及び比較例Ｃ５及びＣ６：
　両面ポリウレタンベースのプライマー処理済みフィルム及びプライマー未処理フィルム
と共に光学的に透明な加熱活性化された接着剤を用いて、ガラス積層体を作製した。プラ
イマー処理済み及び未処理の両方のフィルムについて、「ＰＥＴ表面を有する多層光学フ
ィルム」に記載の通りに作製した。２種類のプライマー処理済みフィルムは、実施例２及
び４に記載されている通りとした。プライマー未処理フィルムは、比較例１に記載の通り
とした。２種類の光学的に透明な加熱活性化された接着剤ＨＡＡ－１及びＨＡＡ－２を用
いて、ガラス積層体を作製した。最終積層体構成は、２．１ｍｍのガラス／光学的に透明
な加熱活性化された接着剤／フィルム／光学的に透明な加熱活性化された接着剤／２．１
ｍｍのガラスとした。
【０１２２】
　ガラス積層体を以下の方法に従って作製した。まず、積層体を真空バッグ内で脱気した
。真空バッグに入れた積層体を、次にオートクレーブに入れ、１３５℃（２７５°Ｆ）／
１２０７ｋＰａ（１７５ｐｓｉ）まで上昇させて６０ｍｉｎ保持し、その後徐々に冷却し
てから、オートクレーブから取り出した。実施例３１及び３２は、実施例１及び２のフィ
ルムをそれぞれ用い、ＰＶＢの代わりにＨＡＡ－１を用いて実施した。実施例３３は、実
施例２のフィルムを用い、ＰＶＢの代わりにＨＡＡ－２を用いて実施した。比較例Ｃ５及
びＣ６は、比較例Ｃ１のフィルムを用い、ＰＶＢの代わりにＨＡＡ－１及びＨＡＡ－２を
それぞれ用いて実施した。試験は、「ガラス積層体の調製及び試験」に記載の通りに行っ
た。結果を表５に示す。
【０１２３】
【表６】

【０１２４】
　実施例３４～４１及び比較例Ｃ７～Ｃ１０：
　溶剤系アクリルポリマーＰＳＡ接着剤コーティング溶液を、プライマー処理済みＰＥＴ
基材上に直接ノッチバーコーティングし、０．２５ミル±０．１ミル（６．３５マイクロ
メートル）の乾燥コーティング厚さで、対流式オーブンで乾燥した。２種類のコーティン
グ溶液、コーティング溶液Ａ及びコーティング溶液Ｂを用いた。プライマー処理済み基材
としては、実施例１に記載の基材であるプライマー処理済み基材Ｃとし、実施例２に記載
の基材であるプライマー処理済み基材Ｄ、及びスルホポリエステルプライマー処理済みＰ
ＥＴ（米国特許第５，４３９，７８５号に記載）であるプライマー処理済み基材Ｅとした
。ＰＳＡコーティングされたプライマー処理済みＰＥＴ基材を、予備洗浄／予備清浄した
ボロシリケートガラスに、乾式及び湿式適用法の両方を用いて適用した。適用直後、並び
に、対流式オーブン中、６６℃（１５０°Ｆ）において２４ｈｒ、７２ｈｒ、及び１週間
熱老化後のサンプルを、ガラスから約９０°の角度で剥離した。剥離速度は、９０インチ
／ｍｉｎ（２２９ｃｍ／ｍｉｎ）超とした。剥離試験後、ガラス基材に付着した接着剤量
を評価した。結果を表６に示す。
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【０１２５】

　本発明の実施態様の一部を以下の項目［１］－［２１］に記載する。
［１］
　第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表面を備える基材と、
　該第１ポリエステル表面上にコーティングされた、架橋されたポリウレタン系プライマ
ーと、
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　該架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する光学的に透明な加熱活性化された接
着剤と、を含む、物品。
［２］
　前記架橋されたポリウレタン系プライマーが、ポリウレタン系分散物と架橋剤との反応
生成物を含む、項目１に記載の物品。
［３］
　前記架橋されたポリウレタン系プライマーが、ポリウレタン系、ポリエステル系ポリウ
レタン、ポリカーボネート系ポリウレタンプライマー、又はこれらの組み合わせを含む、
項目１に記載の物品。
［４］
　前記架橋されたポリウレタン系プライマーが、脂肪族ポリウレタン系又は脂肪族ポリエ
ステル系ポリウレタンプライマーを含む、項目１に記載の物品。
［５］
　前記架橋剤が、脂肪族ジイソシアネート、ブロックイソシアネート、メラミンホルムア
ルデヒド架橋剤、又はこれらの組み合わせを含む、項目２に記載の物品。
［６］
　前記基材が多層基材を含む、項目１に記載の物品。
［７］
　前記基材が配向フィルムを含む、項目１に記載の物品。
［８］
　前記光学的に透明な加熱活性化された接着剤が、ポリアクリレートホットメルト接着剤
、ポリビニルブチラール、エチレンビニルアセテート、アイオノマー、ポリオレフィン、
又はこれらの組み合わせを含む、項目１に記載の物品。
［９］
　前記第２ポリエステル表面上にコーティングされた、架橋されたポリウレタン系プライ
マーを更に含む、項目１に記載の物品。
［１０］
　前記第２ポリエステル表面上の前記架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する層
を更に含み、該層が、光学的に透明な加熱活性化された接着剤層、硬化したアクリレート
層、又は感圧性接着剤層を含む、項目１に記載の物品。
［１１］
　第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表面を備える基材と、
　該第１及び第２ポリエステル表面上にコーティングされた架橋されたポリウレタン系プ
ライマーと、
　該第１ポリエステル表面上の該架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する感圧性
接着剤層と、を含む、物品。
［１２］
　第１主面及び第２主面を備える第１グレージング基材と、
　該第１グレージング基材の第１主面に接着されるフィルム物品を備える積層構成体であ
って、前記フィルム物品が
　第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表面を備える基材と、
　該第１ポリエステル表面上にコーティングされた第１の架橋されたポリウレタン系プラ
イマーと、
　該第２ポリエステル表面上にコーティングされた第２の架橋されたポリウレタン系プラ
イマーと、
　該第１の架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する第１の光学的に透明な加熱活
性化された接着剤と、
　該第２の架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する層と、を含む、フィルム物品
と、
　を備える、積層構成体。
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　前記第２の架橋されたポリウレタン系プライマーに隣接する層が、第２の光学的に透明
な加熱活性化された接着剤を含み、第１主面及び第２主面を備える第２グレージング基材
であって、該第２グレージング基材の該第１主面が前記第２の光学的に透明な加熱活性化
された接着剤に接着されている第２グレージング基材を更に含み、それにより、前記フィ
ルム物品が中間層物品を備え、前記第１グレージング基材、該中間層物品、及び前記第２
グレージング基材がサンドイッチ構成を形成する、項目１２に記載の積層構成体。
［１４］
　第１ポリエステル表面及び第２ポリエステル表面を備える基材を準備する工程と、
　前記第１ポリエステル表面又は
　前記基材の前記第２ポリエステル表面の少なくとも一方に硬化性プライマー組成物を適
用する工程であって、該硬化性プライマー組成物が、
　ポリウレタン系分散物と、架橋剤と、を含む工程と、
　該硬化性プライマー組成物を乾燥する工程と、
　該基材及び該硬化性プライマー組成物を伸張しながら加熱し、
　該伸張したポリエステル表面上に架橋されたプライマー層を形成する工程と、
　該架橋されたプライマー層上に光学的に透明な加熱活性化された接着剤を適用し、
　光学的に透明な加熱活性化された接着剤層を形成する工程と、を含む、物品の製造方法
。
［１５］
　前記硬化性プライマー組成物が、前記基材の前記第１及び第２ポリエステル表面にコー
ティングされ、第１及び第２の硬化したプライマー層を形成する、項目１４に記載の方法
。
［１６］
　前記伸張しながら加熱する工程が、少なくとも一方向に伸張する工程を含む、項目１４
に記載の方法。
［１７］
　前記伸張する工程が、２軸方向に伸張する工程を含む、項目１６に記載の方法。
［１８］
　第２の光学的に透明な加熱活性化された接着剤を前記第２の硬化したプライマー層に適
用し、第２の光学的に透明な加熱活性化された接着剤層を形成する工程を更に含む、項目
１５に記載の方法。
［１９］
　硬化性材料を前記第２の硬化したプライマー層に適用して硬化し、前記第２の硬化した
プライマー層に隣接する硬化した層を形成する工程を更に含む、項目１５に記載の方法。
［２０］
　前記硬化した層が、ハードコート及び／又は光学層を含む、項目１９に記載の方法。
［２１］
　感圧性接着剤材料を前記第２の硬化したプライマー層に適用し、前記第２の硬化したプ
ライマー層に隣接する感圧性接着剤層を形成する工程を更に含む、項目１５に記載の方法
。
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